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研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

相澤 守 
理工学部・ 

教授 

生命機能マテリアルによる次

世代スキャフォルドの創出 
 
三次元組織の構築と機能

（骨・軟骨・肝） 
 
血管形成の制御 

組織再生の足場となる生

命機能マテリアルを創出

する。また、そのスキャフォ

ルドを利用して、骨、軟

骨、肝を対象とした三次元

組織の構築をするととも

に、血管の形成についても

検討する。 

長嶋比呂志 
農学部・ 

教授 

In vitro→in vivo 評価系の構

築 
 
血管形成の制御 

体の組織が蛍光下で赤く

光る、クサビラオレンジ遺

伝子を導入したブタなどを

用いて、生命機能マテリア

ル単独あるいはそれを基

材として再生した組織の生

体内反応を血管新生も含

めて調査する。 

吉村英恭 
理工学部・ 

教授 

生命機能マテリアルによる次

世代スキャフォルドの創出 

高分解能透過型電子顕微

鏡を駆使し、生命機能マテ

リアルの超微細構造を調

査する。この知見を別に行

なう生体活性の評価と関

連付ける。 
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平岡和佳子 
理工学部・ 

教授 

In vitro→in vivo 評価系の構

築 

フローサイトメトリーおよび

電子スピン共鳴法などを

利用し、生命機能マテリア

ルと共培養した細胞の機

能性について調査する。 

竹中麻子 
農学部・ 

教授 

三次元組織の構築と機能

（肝） 

ラットなどから肝細胞を採

取し、生命機能マテリアル

との共培養を行ない、その

細胞の機能について検討

する。 

渡辺友亮 
理工学部・ 

教授 

生命機能マテリアルによる次

世代スキャフォルドの創出 

生命機能マテリアルの材

料化学的評価を推進し、

別に行なう生体活性の評

価とを関連付ける。 

深澤倫子 
理工学部・ 

准教授 

生命機能マテリアルによる次

世代スキャフォルドの創出 

ラマン分光法を駆使し、生

命機能マテリアルの欠陥

構造の解析を行なう。この

知見を別に行なう生体活

性の評価と関連付ける。 

本田みちよ 

明治大学 研

究・知財戦略

機構・ 

研究推進員 

血管形成の制御 

In vitro→in vivo 評価系の構

築 

クサビラオレンジ豚の頭蓋

骨などから初代骨芽細胞

を樹立する方法を確立す

るとともに、生命機能マテ

リアルとの共培養を行な

う。 

（共同研究機関等）    

松本守雄 

慶應義塾大

学・医学部・

教授 

三次元組織の構築と機能

（骨組織） 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ

リアルとの共培養により三

次元な骨組織を構築し、そ

の機能を調査する。 

石井 賢 

慶應義塾大

学・医学部・

講師 

三次元組織の構築と機能

（骨組織） 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ

リアルとの共培養により三

次元な骨組織を構築し、そ

の機能を調査する。 

松本秀男 

慶應義塾大

学・医学部・

スポーツ医学

総合センタ

ー・教授 

三次元組織の構築と機能

（軟骨） 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ

リアルとの共培養により三

次元な軟骨組織を構築し、

その機能を調査する。 

二木康夫 

慶應義塾大

学・医学部・

講師 

三次元組織の構築と機能

（軟骨） 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ

リアルとの共培養により三

次元な軟骨組織を構築し、

その機能を調査する。 

松浦知和 
東京慈恵会

医科大学・ 

三次元組織の構築と機能

（肝） 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ
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教授 リアルとの共培養により三

次元な肝組織を構築し、そ

の機能を調査する。 

江本 精 

国際医療福

祉大学・ 

教授 

血管形成の制御 

血管導入量を定量化する

実験系を確立し、それをス

キャフォルド内部への血管

新生に応用する。 

神澤信行 

上智大学・ 

理工学部・ 

教授 

血管形成の制御 

In vitro→in vivo 評価系の構

築 

生命機能マテリアルと共培

養した血管内皮細胞の機

能を調査するための免疫

染色法などを確立する。 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生命機能マテリアルに

よる次世代スキャフォ

ルドの創出 

理工学部・ 

准教授 
渡辺友亮 

生命機能マテリアルの材

料化学的評価を推進し、

別に行なう生体活性の評

価とを関連付ける。 

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理工学部・准教授 理工学部・教授 渡辺友亮 

生命機能マテリアルの

材料化学的評価を推進

し、別に行なう生体活性

の評価と関連付ける。 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

三次元組織の構築と 

機能（肝） 
農学部・准教授 竹中麻子 

ラットなどから肝細胞を採

取し、生命機能マテリアル

との共培養を行ない、その

細胞の機能について検討

する。 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

農学部・准教授 農学部・教授 竹中麻子 

ラットなどから肝細胞を

採取し、生命機能マテリ

アルとの共培養を行な

い、その細胞の機能に

ついて検討する。 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

血管形成の制御 
福岡大学・医学

部・准教授 
江本 精 

血管導入量を定量化する

実験系を確立し、それをス

キャフォルド内部への血管

新生に応用する。 

（変更の時期：平成 23 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

福岡大学・医学部・

准教授 
国際医療福祉大学・教授 江本 精 

血管導入量を定量化す

る実験系を確立し、それ

をスキャフォルド内部へ

の血管新生に応用す

る。 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

三次元組織の構築と 

機能（骨組織） 

慶應義塾大学・

医学部・准教授 
松本守雄 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ

リアルとの共培養により三

次元な骨組織を構築し、そ

の機能を調査する。 

（変更の時期：平成 27 年 1 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

慶應義塾大学・ 

医学部・准教授 

慶應義塾大学・医学部・ 

教授 
松本守雄 

ラットなどから間葉系幹

細胞を採取し、生命機

能マテリアルとの共培

養により三次元な骨組

織を構築し、その機能を

調査する。 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

三次元組織の構築と 

機能（肝） 

東京慈恵会医科

大学・准教授 
松浦知和 

ラットなどから間葉系幹細

胞を採取し、生命機能マテ

リアルとの共培養により三

次元な肝組織を構築し、そ

の機能を調査する。 

（変更の時期：平成 26 年 1 月 1 日） 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東京慈恵会医科大

学・准教授 
東京慈恵会医科大学・教授 松浦知和 

ラットなどから間葉系幹

細胞を採取し、生命機

能マテリアルとの共培

養により三次元な肝組

織を構築し、その機能を

調査する。 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

血管形成の制御 

In vitro→in vivo 評価系

の構築 

上智大学・ 

理工学部・ 

准教授 

神澤信行 

生命機能マテリアルと共培

養した血管内皮細胞の機

能を調査するための免疫

染色法などを確立する。 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

上智大学・ 

理工学部・ 

准教授 

上智大学・ 

理工学部・ 

教授 

神澤信行 

生命機能マテリアルと

共培養した血管内皮細

胞の機能を調査するた

めの免疫染色法などを

確立する。 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

血管形成の制御 

In vitro→in vivo 評価系

の構築 

神奈川科学技術

アカデミー・ 

研究員 

本田みちよ 

クサビラオレンジ豚の頭蓋

骨などから初代骨芽細胞

を樹立する方法を確立す

るとともに、生命機能マテ

リアルとの共培養を行な

う。 

（変更の時期：平成 25 年 10 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

神奈川科学技術 

アカデミー・ 

研究員 

明治大学 研究・知財戦略

機構・ 

研究推進員 

本田みちよ 

クサビラオレンジ豚の頭

蓋骨などから初代骨芽

細胞を樹立する方法を

確立するとともに、生命

機能マテリアルとの共

培養を行なう。 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

「再生医療」は、組織を形成する細胞（間葉系幹細胞(MSC)や人工多能性幹細胞(induced 
pluripotent stem cells、iPS 細胞)など）、その細胞の足場となる材料(スキャホールド)および細胞

の分化を制御する成長因子(骨再生の場合、骨形成タンパク質

(BMP)など)を主要な三要素とし、これらを巧みに組み合わせて組

織を再生する技術であり、組織工学(ティッシュエンジニアリン

グ)とも呼ばれる（図 1）。再生医療は失われた組織を自己の細胞

から再生することも可能であり、多くの方々の「生活の質（QOL）

の向上」および「健康寿命の延伸」を約束する「近未来型医療技術」

といえる。 
2012 年 10 月 8 日にノーベル医学・生理学賞を受賞された山中

伸弥教授（京都大学）の優れた研究成果である iPS 細胞により、

再生医療による組織再生のなかで、細胞ソースの問題がクリアさ

れ、表 1 に示したように「立体臓器作製（三次元組織）」のための工

程表も掲げられている。しかしながら、iPS による組織再生は、主に細胞塊をホストに埋入し

て組織化させる「借り腹」を利用しており、in vitro 系で臨床的に使用可能な立体組織の構築に

は至っていない。また、再生される組織のサイズも小さく、

これを臨床的に使用可能なレベルにまで引き上げることも重

要な課題である。 

そこで、本事業では、申請者らのグループが「文部科学省

学術フロンティア推進事業」などを通して、これまでに得た

研究成果に立脚し、「生命機能マテリアル」による血管形成を含

む機能的な三次元組織を再生させる技術を確立する。以下、

より機能的な三次元組織を再生させるための４つのサブプロ

ジェクトについて、その意義と目的を述べる。 
１）生命機能マテリアルによる次世代 Scaffold の創出：生命機能

マテリアルとは、材料自身が細胞や生体に積極的に働きかけて、細胞分化や組織再生の促進、

免疫系の亢進、耐感染性などの生命機能を引き出す性質を備えた材料である。ここでは、我々

が独自に開発したアパタイトファイバースキャフォルド(AFS)を生命機能マテリアルのモデル

物質として、次世代再生医療に貢献する新規なスキャフォルドなどを開発する。 
２） 三次元組織の構築と機能： 1)で開発したスキャフォルドを高密度三次元培養を可能にする

ラジアルフロー型バイオリアクター(RFB)に装填し、三次元的な組織構築を指向した「三次元培

養条件の最適化」を行なう。より具体的には、未分化間葉系幹細胞などを利用して、その細胞

の増殖と分化を調査する。再生する組織としては、「骨・軟骨・肝」の３つの組織を対象とする。 
３） 血管形成の制御：再生組織をより長期間にわたって機能させるには、血管を備えた骨組織や

肝組織を構築する必要がある。ここでは、再生組織への血管導入を踏まえた基礎研究を行い、

その知見を 2)にフィードバックすることで、当該プロジェクトの後半時期に「血管を備えた組

織再生」を目指した研究を展開する。 
４） In vitro→in vivo 評価系の構築：再生医療に貢献するスキャフォルドおよびそのスキャフォル

ドを利用して構築した「再生組織」の生命機能の発現とそのメカニズムを検証するには、適切

な評価系を構築する必要がある。まず、細胞を利用した in vitro 系で生命機能を評価する系を確

立し、ついで実際の病態に即した評価ができるように in vivo 系で生命機能を評価する系を確立

する。例えば、長嶋教授らが作出したクラビラオレンジブタ(huKO ブタ)から蛍光下で赤く光る

骨芽細胞などを樹立する。 
最終的にこれらを統合して、次世代を見据えた「再生医療技術」を構築するとともに、組織再

生に必要なスキャフォルドの創製から三次元組織の再生、生体内試験までを垂直統合的に川上

から川下まで一貫して研究する組織、すなわち次世代再生医療のための「垂直統合型研究拠点」

を形成する。 
 

表 1 再生医療の工程表 

(2012.11.8 日経産業新聞より抜粋) 

細胞
（iPS, MSC細胞など）

成長因子
（骨形成タンパク質など）

スキャホールド

目的とする組織を再生！
（骨・軟骨・肝・神経など）

図 1 再生医療の主要な三要素 
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（２）研究組織 

本事業では、組織再生に必要なスキャフォルドの創製から三次元組織の再生、生体内試験ま

でを「垂直統合的」に川上から川下まで一貫して研究する拠点形成を目的のひとつとしている。

この目的を達成するには、専門を異とする 3 種類の研究者、すなわち、1) 材料創製とその機能

評価を行なう研究者 （研究者カテゴリー#1）、2) 創製した材料を生物学的な視点で評価・解析

できる研究者 （研究者カテゴリー#2）および 3) 創製した材料の実際の病態に即した臨床的研

究を行なえる研究者 （研究者カテゴリー#3）により研究体制を組織化する必要がある。実際、

本事業では、以下の図 2 に示したように、上記の 3 種類の研究者が有機的に連携した「医工連携」

を実践できる研究体制となっている。当該事業の研究体制であれば、もし生体適合性の評価で

芳しくない結果が得られたとしても、その知見を直ぐに基盤技術である材料にまで立ち戻って

改良することが可能であり、研究計画の実現性は高いと考えられる。 

 また、各研究員の指導のもと所属機関の「大学院生」も当該プロジェクトに多数参画してい

る。以下、一例として、研究代表者の運営する「生体関連材料研究室（相澤研究室）」の状況を

記載する。 
＊2011 年度： 

博士後期課程：１名、博士前期課程：14 名 
＊2012 年度： 

博士後期課程：2 名、博士前期課程：14 名（博士後期課程 2 名のうち、1 名は社会人ドクタ

ーであり、当該プロジェクトに RA として参画し、もう 1 名は 2012 年度に博士(工学)の学位を

取得し、本学応用化学科助教に就任した。） 
＊2013 年度： 

博士後期課程：1 名、博士前期課程：14 名、研究推進員：1 名、研究補助員：1 名（博士後期

課程の社会人ドクターは継続して当該プロジェクトに RA として参画し、2013 年 9 月に博士(工
学)の学位を取得し、10 月より岡山大学大学院自然科学研究科に助教として就任している。） 
＊2014 年度： 

博士後期課程：1 名、博士前期課程：15 名（内 1 名はドイツからの交換留学生）、研究推進員：

1 名、研究補助員：1 名 
＊2015 年度： 

博士後期課程：3 名、博士前期課程：15 名（内 1 名はドイツからの交換留学生）、研究推進員：

1 名、研究補助員：1 名 
上記のように、学位取得者を複数名輩出し、アカデミックポジションも取得していることか

ら、当該プロジェクトは、大学院生の教育だけでなく、当該分野の若手育成にも大いに貢献し

ている。 

 

（３）研究施設・設備等 

本研究を遂行する上での研究施設および設備について、ほとんどの施設・設備は本学の共通

機器や研究代表者や分担者の研究室で所有している設備で対応している。本研究の実験項目は、

i) 材料合成とその評価、ii) 細胞を用いた in vitro 評価、iii) 実験動物を用いた in vivo 評価に分

けることができる。特に、iii)の in vivo 評価について、本学に「ウサギ」用の適切な施設がない

高いQOLの実現！

生命機能マテリアルの開発

バイオマテリアルを専門とする研究者
（相澤、吉村、深澤、渡辺）

3チームの有機的連携

生化学的解析

生化学を専門とする研究者
(長嶋、平岡、竹中、神澤、本田）

臨床モデルによる検証

骨、軟骨、肝、血管形成を専門とする
医学系研究者

(松本(守)、石井、松本(秀)、二木、
松浦、江本)

本プロジェクトの研究組織

図 2 本プロジェクトの研究組織 
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ため、慶應義塾大学医学部動物実験センターの施設を借用して実験している。研究分担者の松

本守雄教授ほかとはこれまでにいくつかのプロジェクトで共同研究を進めており、既に多くの

動物実験を同施設で実施している（医学部に全て任せずに私自身でもインプラント実験を行な

っている）。動物実験は慶應医学部動物実験センターの定める倫理規定を遵守して実施してい

く。一方、大型動物である「ブタ」を利用した実験では、2012 年 4 月に本学で黒川農場を開設

したため、その豚舎で実際に実験を行なっている。この実験は、研究分担者の長嶋比呂志教授

との共同研究となっており、理工学部と農学部との積極的な連携を実践し

ている。なお、この動物実験は明治大学動物実験委員会の定める倫理規定

を遵守して行なっている。 
 また、今回の事業で、初年度の 2011 年度に以下の３つの研究装置を整備

して頂いた。以下、その使用状況について述べる。 

１）低温プラズマ滅菌システム（右図）： 

この装置は過酸化水素を低温でプロズマ化して細胞培養や動物実験に使

用する器具やサンプルなどを極めて短時間で滅菌することができる。これ

まで研究代表者は、エチレンオキサイド(EOG)ガス滅菌器を使用して、これ

らを滅菌していたが、EOG は発がん性があるため、その使用が現在は制限

されている。そこで、当該事業で本研究設備を整備し、これを in vitro や in 
vivo 実験で使用するサンプルや実験器具の滅菌に使用している。 
２）フローサイトメーター（右図）： 

この装置は細胞表面の抗原を検出するのに利用されている。本研

究では、細胞の機能を調査する研究が多く含まれているため、多く

の用途で利用可能であるが、特に、この装置を使って、骨芽細胞の

分化レベルを精査する実験などに使用している。 
３）ゼータ電位・粒径測定システム（右図）： 

この装置は材料や細胞などの表面の電荷を種々の溶液中で測定

できる装置である。当該事業で対象とする「生命機能マテリアル」

は細胞に働きかけて細胞分化を促進する機能を備えているが、そのト

リガーのひとつが材料のもつ表面電位であると推察している。そこ

で、本研究では、この装置を用いて、例えば培地中の材料の表面特性

を精査し、その結果と細胞培養実験の結果と対応させて、材料表面と

細胞機能との連関性を見極める実験などに使用している。 
上記の基盤整備に加えて、2014 年度は、理工学部の関連教員と協

働で、小型動物(ラットやマウス)を飼育できる「動物実験設備の整備」

を行なった（図 3）。例えば、AFS および RFB を用いてラット由来間

葉系幹細胞 (RBMC)を三次元培養すると「再生培養骨」を構築できる。この再生培養骨を骨芽

細胞の存在しないラットの背部皮下に埋入して所定の期間後に取り出し、組織学的および生物

学的評価を行なうことにより、構築した再生培養骨の骨形成能を理解することが可能となる。

この設備の導入によって、本学でもラットやマウスを用いた動物実験が可能となり、当該研究

をより円滑に推進できる研究体制を整備できた。なお、この動物実験も明治大学動物実験委員

会の定める倫理規定を遵守して行なっている。 

(a) (b) (c)

図 3 再生培養骨のインプラント実験風景と整備した飼育設備 
(a) 再生培養骨のインプラント風景, (b) 整備した飼育器, (c) 飼育の様子 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜研究成果の概要＞ 
プロジェクト開始以来、学内外のメンバー間での学際的交流を推進する意味も含めて、一年

間に 3-4 回の割合で、本学において「次世代バイオマテリアルを考える会 (勉強会)」を開催してい

る。この勉強会では、各回 1-2 名のメンバーや外部有識者が最新の研究紹介などを行ない、情

報の共有化をはかり、研究推進のためのソフトな基盤構築を進めている。この勉強会を開催す

るタイミングで研究者間の進捗報告を行なっている。さらに、上記の勉強会とは別に国内外の

有識者を招聘して行なう「公開シンポジウム」も概ね年間 1-2 件開催している。本事業は、既に専

門を異にする研究者が互いに協力して多くの研究発表および論文を報告しており、密接な「医工

連携」を基盤とする「次世代再生医療のための垂直統合型研究拠点」として順調に発展している

と自己分析している。  
図 4 に本プロジェクトの概略と計画（マイルストーン）を示す。最初の 3 年間を「phase I」

と位置付け、三次元的な骨・軟骨・肝組織の再生と血管新生に係わる基礎研究を推進した。つ

いで、後半の 2 年間を「phase II」と位置付け、複数組織の同時再生を目指す応用的な研究を実

施している。 

まず、本事業の申請時に掲げた目標（phase I；3 年目まで）およびそれらに対する達成度を

サブプロジェクト毎に「表 2」にまとめて示す。右欄の総合的な達成度は自己評価であり、◎

は目標よりも達成度が高い、○が目標通り進捗している、△がやや予想よりも遅れていること

を示している。 
表 2 Phase I における研究目標と具体的な研究成果および達成度 

サブプロジ
ェクト 

Phase I の目標 
(2011-2013 年度) 

具体的な研究成果 
総合的

な 
達成度 

1) 生 命 機

能マテリア

ルによる次

世 代

Scaffold の

創出 

1) 我々が独自に開発したアパ

タイトファイバースキャフォ

ルドなどを生命機能マテリア

ルのモデル物質として、次世

代再生医療に貢献する新規な

スキャフォルドを開発する。 
2) 特に、スキャフォルドの化

従来のアパタイトファイバースキャフォルドの作製

方法を見直し、気孔率を制御した高強度化 AFS の創製

に成功している。また、アパタイトファイバーではなく、

リン酸カルシウムファイバーを出発原料にすることで、

化学組成(リン酸カルシウム相)を制御した高強度化ス

キャフォルドの創製にも成功している。これらの高強度

化スキャフォルドを長嶋らが作出したクサビラオレン

◎ 

本研究の概略とマイルストーン

100 µm

細胞の分化を制御して三次元組織の再生を
促す「生命機能マテリアル」の創出

概観

inout

Reserver

Reactor
三次元培養を可能にする「ラジアル
フロー型バイオリアクター」の利用

＋
骨再生
軟骨再生
肝再生
血管新生

三次元組織の構築 複数の組織を同時に再生
する基盤技術の構築

「骨＋血管」の再生
「骨＋軟骨」の再生
「肝＋血管」の再生

Phase I (2011-2013) 基礎的研究
Phase II (2014-2015) 

応用研究

骨 軟骨

肝臓 血管

図 4 本研究プロジェクトの概略とマイルストーン 



（様式 2） 
 

法人番号 131092 
プロジェクト番号 S1101019 

 
学組成や微細構造、力学的な

強度、表面特性、配向性、ナ

ノレベルの欠陥構造などにつ

いて精査する。 
3) さらに、スキャフォルドが

発現する「生命機能」として、

骨芽細胞のいないところでも

骨形成を生じる「骨誘導」に

着目し、スキャフォルドの材

料特性と骨誘導の発現との関

連性を明らかにする。 

ジ遺伝子導入ブタの脛骨・筋・脂肪組織にインプラント

して、気孔内での骨形成を評価したところ、脛骨および

筋にインプラントしたスキャフォルドの気孔内部での

骨形成が認められ、スキャフォルド自体の生体内での吸

収も確認されている（*1）。筋内での骨形成は当該スキャ

フォルドが「骨誘導能」を備えていることを示しており、

これは骨再生のためのスキャフォルドとして極めて有

効な特性である。 
また、骨形成を促進させる元素であるケイ素(Si)を含

有したアパタイトファイバーを用いて新しいスキャフ

ォルド(Si-AFS)を創製し、Si を添加した AFS が優れた細

胞増殖性や骨形成能を有していることを明らかにして

いる（*2）。なお、この研究は「第 16 回生体関連セラミ

ックス討論会」において「The Division 賞」を受賞して

いる。 

2) 三 次 元

組織の構築

と機能 

1) 従来型スキャフォルドを高

密度三次元循環培養を可能に

するラジアルフロー型バイオ

リアクター (RFB)に装填し、

骨・軟骨・肝の３つの組織を

対象として、培養条件の最適

化を行なう。 
2) 得られた再生組織を組織学

的に評価し、細胞の分化レベ

ルについて考察する。 
3) 研究の進捗が予定よりも早

い場合には、1)で開発した新し

いスキャフォルドで三次元組

織（骨、軟骨、肝）の構築を

行ない、各組織に対して最適

な培養条件を見極める。 

「骨再生」において、前記した従来型 AFS を直径 15 
mm、高さ 18 mm の円筒状に加工して、これを三次元循

環培養が可能なラジアルフロー型バイオリアクター

(RFB)に装填し、ラット骨髄間質系幹細胞を播種して、

骨芽細胞への分化誘導をかけながら所定の期間培養し

た。このとき、培地の循環速度を 0.4, 1.3, 6.3, 11.5 およ

び 16.5 cm3∙min-1 に設定して 5 種類の再生培養骨を構築

し、その AFS 内の骨芽細胞の分化レベルを調べたとこ

ろ、6.3 cm3∙min-1 の流速のときに最も骨芽細胞の分化が

誘導されることが分かった。これは細胞に対する適切な

シェアストレスが分化を促進することを示している

(*3)。なお、この研究は 2011 年度に「日本セラミックス

協会第 24 回秋季シンポジウム特定セッション学生優秀

発表賞（2012）」および 2012 年度に「日本セラミックス

協会第 25 回秋季シンポジウム特定セッション学生優秀

発表賞（2012）」に二年連続で採択されている。 
また、「肝再生」においても上記の技術を利用し、ア

ルブミン産生能やアンモニア解毒作用を備えたバイオ

人工肝の構築に成功し、3 か月もの長期培養にも成功し

ている(*4)。なお、この研究も「第 22 回無機リン化学討

論会」で「若手優秀研究発表賞」を受賞している。さら

に、「軟骨再生」についても、軟骨株化細胞を AFS に播

種して三次元培養を行ない、AFS が軟骨細胞の培養にも

好適であることを明らかにしている。 

○ 

3) 血 管 形

成の制御 

1) 再生組織への血管導入を踏

まえた基礎的研究を in vitro お

よび in vivo の両面から進め

る。 
2) スキャフォルド内部で血管

内皮細胞の三次元培養を行な

い、その細胞増殖と形態、細

胞侵入性などについて評価す

る。 
3) また、スキャフォルドをブ

タの筋内などに埋入して、ス

キャフォルド内部での血管形

成について調査する。 
4) 最終的に、in vitro および in 
vivo において、スキャフォルド

内部に形成する血管を定量化

するプロセスを構築する。 

1)の AFS への血管新生の制御を指向し、前記した高

強度化 AFS への血管内皮細胞増殖因子(VEGF)の担持方

法を確立し、その薬剤徐放性について明らかにしてい

る。実際、血管内皮細胞モデルである M1 細胞（分担研

究者：松浦らにより樹立）を播種し、VEGF 担持の有無

で VEGF を担持させた AFS の方がより高い細胞増殖性

を示すことを明らかにしている(*5)。 
また、ブタ脛骨および筋・脂肪へのインプラント実験

も行なっている。現在、組織学的評価を進めているとこ

ろであるが、骨に関しては、VEGF を担持させると血管

形成のみならず、骨形成量が増加するという非常に興味

深い知見も得ている。さらに、AFS 内への血管新生を定

量化するため、ヒト血管内皮細胞（Human Umbilical Vein 
Endothelial Cells ; HUVEC）モデルを利用して、AFS 内

への内皮細胞の侵入性を評価している。 

○ 
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4) In vitro→

in vivo 評価

系の構築 

1) 細胞を利用した in vitro 系

で生命機能を評価する系を確

立する。一例をあげると、長

嶋教授が作出したクラビラオ

レンジブタの頭蓋骨から赤く

光る初代骨芽細胞株を樹立す

る。 
2) In vitro 系での骨芽細胞の樹

立に続き、クラビラオレンジ

ブタを用いた in vivo 系の評価

方法を検討する。例えば、創

製したスキャフォルドをイン

プラントし、組織学的に評価

する方法などを確立する。 
3) また、2)で構築した再生培

養骨などを臨床モデルにより

評価する実験系も確立する。 

長嶋らにより作出された huKO ブタは、臓器、筋肉、

血管、皮膚をはじめ、脳神経細胞、血球、組織幹細胞に

至るまで全身性に赤色蛍光を発現することから、臓器移

植・再生や細胞移植治療の研究に有用な大型動物となり

得ると期待されている。本研究では、huKO の胎児の頭

蓋骨を細胞ソースとして利用し、コラゲナーゼ消化法に

より骨芽細胞を単離することに成功し、この細胞が蛍光

化で赤く光ることも確認している。この蛍光下で赤く光

る骨芽細胞をケイ素を含有したアパタイトセラミック

ス上に播種し、その増殖と分化について検証し、バイオ

イメージングのツールとして有効であることを明らか

にしている(*6)。今後は、この細胞の三次元培養などを

進めていく。 
また、ブタを実験モデルとする in vivo 試験の方法も

確立できており、実際に前記した「骨誘導」など優れた

研究成果をあげつつある。さらに、慶應医学部との共同

研究により、2)の再生培養骨を脊椎固定術に利用する実

験モデルを構築しつつあり、今後、インプラント実験を

行なう計画である。 

○ 

 
次に、本事業の申請時に掲げた目標（phase II；4-5 年目）およびそれらに対する達成度をサ

ブプロジェクト毎に「表 3」にまとめて示す。右欄の総合的な達成度は「表 2」と同様である。 
 

表 3 Phase II における研究目標と具体的な研究成果および達成度 

サブプロジ
ェクト 

Phase II の目標 
(2014-2015 年度) 

具体的な研究成果 
総合的

な 
達成度 

1) 生 命 機

能マテリア

ルによる次

世 代

Scaffold の

創出 

1) Phase I までに得られたスキ

ャフォルド開発に関わる知見

をもとに、複数の組織を同時

に再生しうるスキャフォルド

を創製するとともに、その材

料特性や生体適合性を明らか

にする。 
2) 免疫系に積極的に働きかけ

るバイオマテリアルを創製

し、その材料と脾臓由来の免

疫細胞(B 細胞、キラーT 細胞、

ヘルパーT 細胞、NK 細胞)との

応答性を明らかにする。 
3) 感染を防止する抗菌性バイ

オマテリアルを創製し、その

抗菌性を in vitro および in vivo
の両面から評価する。 

生命機能マテリアルとは、材料が細胞や生体に積極的

に働きかけて、細胞分化や骨誘導能(骨芽細胞非存在下

での骨形成)・免疫機能の亢進、耐感染性の発現などの

生命機能を引き出す性質を備えた材料である。今年度か

ら Phase II に突入したため、i) 組織再生制御、ii) 分化

誘導制御、iii) 免疫賦活効果とその制御、iv) 耐感染性

制御の切り口で生命機能マテリアルの高機能化ならび

に多機能化を推進している。 
一例を挙げると、気孔率を 70％に一定に設定した生

体活性をもつ水酸アパタイト(HAp)多孔体と生体吸収性

をもつβ-リン酸三カルシウム(β-TCP)多孔体をブタの脛

骨・筋・脂肪組織に埋入し、気孔内での骨形成能を明ら

かにする実験を行なった。HAp およびβ-TCP いずれも優

れた骨伝導性(骨芽細胞存在下での骨形成)を発現する

一方、今回の実験では、HAp に骨誘導が発現すること

が分かった(*7)。特に、脂肪組織よりも筋組織の方が高

い骨形成が認められ、骨誘導を検証する部位として有効

であることも明らかとなった。この知見は、4)の「In 
vitro→in vivo 評価系の構築」にも関連する。また、生体

骨の化学組成を模倣した骨ミネラル含有アパタイト

(Bone HAp)多孔体は、純粋な HAp 多孔体と比べて、よ

り高い生体内吸収性と骨形成能を備えていることも明

らかにしている(*8)（日本無機リン化学会にて「第 11
回若手優秀発表賞」受賞）。 

これらの生命機能マテリアルに加えて、免疫賦活効果

とその制御では、HAp セラミックスにイノシトールリ

ン酸(IP6)を固定化したものを培養基材として利用し、マ

ウス脾臓由来免疫細胞を培養したところ、免疫細胞(B
細胞, ヘルパーT 細胞, キラーT 細胞)中のヘルパーおよ

びキラーT 細胞の比率が向上することが分かった(*9)。

この研究成果は新しい癌治療法につながる技術として

本学より特許出願している（特願 2014-192763）。 
耐感染性制御では、HAp 膜を形成させた医療用ポリ

◎ 
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マー上にイノシトールリン酸(IP6)のキレート能を利用

して抗菌性のある銀イオンを固定化することにより、抗

菌性を備えかつ生体適合性にも優れた整形外科用イン

プラントの創製に成功している(*10)（日本セラミックス

協会「2014 年年会優秀ポスター発表賞」受賞）。 

2) 三 次 元

組織の構築

と機能 

+ 

3) 血 管 形

成の制御 

1) PhaseI までに得られている

最高レベルのスキャフォルド

と RFB を利用して、「骨＋血

管」、「骨＋軟骨」、「肝＋血管」

という複数の組織を同時に再

生させうる基盤技術を構築す

る。 
2) 得られた再生組織を組織学

的に評価し、血管の形成とと

もに細胞の分化レベルについ

て考察する。 
3) 上記は血管形成を誘導する

研究であるが、血管形成を阻

害することも生命機能のひと

つであり、特にがん治療に有

用である。ここでは、1)および

2)の課題とは逆の方向からア

プローチし、血管形成を阻害

するセラミックス微小球によ

る新規な癌化学塞栓療法を構

築する。 

「再生培養骨」の構築においては、Phase II では「骨

＋血管」を目標としているため、AFS によるヒト臍帯静

脈内皮細胞(HUVEC)とヒト骨芽細胞様細胞(MG-63)と
の共培養実験も開始している。これまでの検討から、共

培養系では管腔様構造が形成し、単一培養系よりも骨芽

細胞の石灰化が促進することを明らかにしている。(*11)

なお、この成果は日本セラミックス協会 第 27 回秋季シ

ンポジウムにおいて「特定セッション若手優秀発表賞」

を受賞している。「肝再生」では、より肝臓に近い血管

を備えた再生肝オルガノイドを構築するため、AFS(気
孔率 98%, 気孔径 250 µm) を装填した RFB を用いて、

肝細胞・星細胞・血管内皮細胞の共培養を行なった。現

在、アルブミン産生とアンモニア代謝の肝機能の観点か

ら、培養条件の最適化を進めている(*12)。これまでに得

られている成果を JST新技術説明会(2014.12.3付)で発表

したところ、その内容が日経産業新聞に「立体的な肝臓

作製」としてプレスリリースされている（2014.12.5 付）。

さらに、「軟骨再生」においても高強度化 AFS を用いて

株化軟骨細胞である ATDC5 を三次元培養したところ、

軟骨特有のタンパク質である II 型コラーゲンの産生を

確認しており、AFS は軟骨再生の足場としても有効であ

ることを明らかにしている。 
AFS への血管形成の制御を指向し、血管内皮細胞増殖

因子(VEGF)を担持させた高強度化 AFS の開発を進めて

いる。これまでに VEGF を担持させた高強度化 AFS は、

その気孔内での骨形成量が増加するという結果を得て

いる。これは VEGF の徐放が血管を呼び込む結果、骨形

成に関与する間葉系幹細胞も気孔内に導入し、VEGF を

担持していない AFS よりも高い骨形成能を示したもの

と考えられる(*13)。そこで、VEGF 担持高強度化 AFS
を用いて HUVEC を培養したところ、細胞が AFS の骨

格に沿って良好に接着・増殖することが分かった。今後、

この知見を発展させて、血管を導くための材料設計を推

進する。 
一方、がん細胞は VEGF を自ら放出し、血管を呼び込

むことによりがん組織に栄養を与えて肥大化する。そこ

で、新生血管の形成を阻害することは癌治療に有用であ

る。我々は「表面にナノサイズの気孔を備えた生体吸収

性セラミックス微小球」の合成に成功し、それに血管新

生抑制剤を担持させ、薬剤の徐放挙動を明らかにしてい

る。その薬剤担持セラミックス微小球を担癌ヌードマウ

スに注入すると、腫瘍サイズを減少させ、さらに寿命を

延長できることも動物実験により明らかにしている

(*14)。 

○ 

4) In vitro→

in vivo 評価

系の構築 

複数の組織を同時に再生させ

るプロセスを構築するに当た

り、in vitro 系では共培養の手

法が、in vivo 系では適切な実

験動物モデルが不可欠とな

る。そこで、ここでは、サブ

プロジェクト#2 および#3 をサ

ポートすべく好適な実験系の

確立を推進する。 

長嶋らはより臓器、筋肉、血管、皮膚をはじめ、脳神

経細胞、血球、組織幹細胞に至るまで全身性に赤色蛍光

を発現する、humanized Kusabira-Orange (huKO) 遺伝子

導入ブタ  (huKO; H. Matsunari, H. Nagashima et al., 
Cloning Stem Cells, 10, 313-323 (2008).)の作出に成功して

いる。この huKO は生命機能マテリアウの開発研究に極

めて有用であり、大量に増殖させて実験に給するシステ

ムの構築が望まれている。本年度は、第 1 世代から第 3
世代における遺伝子伝達ならびに発現動態を解析する

ことによって全身性に huKO 遺伝子を発現するブタが

○ 
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有用な大型実験動物として系統化されたかどうかを検

証している。 
また、前年度までに最適化した「三次元培養骨」の in 

vivo 実験の準備をするため、本学に小規模な動物実験設

備の立ち上げを行ない、既にラット背部皮下埋入モデル

の予備実験を行なっている。 
さらに、上智大学の神澤らは骨芽細胞の分化レベルに

応じて、蛍光下で細胞の色が変化する細胞の作出にも成

功している。これらの細胞群は、上述の huKO ブタとと

もに、生命機能マテリアルの評価系の確立に有用であ

る。今後は、これらの細胞の三次元培養などを進めてい

く。 
 
上記の 4 つ（phase II では３つ）のサブプロジェクトは、いずれも概ねマイルストーン通りに

進行している。なお、上記の表 2 および表 3 では、説明不足の点もあるので、「別添 1」として、

各サブプロジェクトの「補足説明資料」を添付している。ご参照いただければ幸いである。 
 

＜優れた成果があがった点＞ 
生命機能マテリアルのモデルのひとつである AFS を円筒状に加工して、これを三次元循環培

養が可能なラジアルフロー型バイオリアクター(RFB)に装填し、ラット骨髄間質系幹細胞を三次

元循環培養すると、世界的に見ても大きな「三次元再生培養骨」が構築可能であることを明ら

かにした(*3)。さらに、その培地循環速度が骨芽細胞の分化に影響を与えることも明らかにし

ている。これらの知見は特に優れた研究成果といえる。この研究成果は、東京慈恵会医科大学

の松浦知和教授との共同研究であり、プロジェクト採択時に付された「実質的な医工連携を期

待する」に沿う研究成果である。この研究成果を JST が主催する「新技術説明会」で発表した

ところ、数社と NDA を締結し、さらにその成果がプレスリリースされている（14 その他の研

究成果等参照）。 
   

＜課題となった点＞  
現在のところ、ほぼマイルストーン通りに研究を進めており、一部では予定よりも早く研究

を推進できている。しかしながら、例えば、「肝臓＋血管」・「骨＋血管」など複数の組織を同時

に構築することを目指している「phase II」は、研究上のハードルが高く、より密接に異分野交

流を図りながら、現在も研究を推進しているところである。 
また、当該プロジェクトでは、申請時には「生命機能マテリアル」を「組織再生の場」とし

て位置づけたが、プロジェクトを進めていくうちに、「生命機能」という観点では、「免疫系に

働きかけるバイオマテリアル(*9)」や「感染を防止する抗菌性バイオマテリアル(*10)」などを創製す

る課題も重要であることが分かり、「生命機能」の守備範囲を拡大して phase II において積極的

に展開している。特に、免疫系に働きかけるバイオセラミックスを「イムノセラミックス（特

許出願中）」と定義し、この研究が 2015 年度の科研費：基盤研究 B（研究代表者：相澤守）に

採択されている。 
 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞  
学内における研究達成レベルの評価(自己点検)に関しては、本学研究企画推進本部による進

捗状況の点検が定期的に行なわれている。 

明治大学研究企画推進本部会議（研究支援事業に係る専門部会）において、 

研究代表者から提出された 

①研究達成度・自己点検表 

②私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（研究年度）全体研究計画・ロードマップ 

③提出前の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に係る中間評価（研究進捗状況報告書） 

または事後評価（研究成果報告書概要） 

について年度ごとに確認・点検作業を行い、研究代表者にその結果をフィードバックしている。 
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なお、上記①～③については、私立大学戦略的研究基盤形成支援事業学内選考及び採択後の

進捗管理体制に関する内規を制定し、具体的な取り組みについては、本学 HPに掲載している。

（http://www.meiji.ac.jp/research/promote/ ;本学における大型研究進捗状況等の検証体制 

／本学における研究グループ内の自己点検・評価と学内外評価との関係） 

 
＜外部(第三者)評価の実施結果と対応状況＞ 

当該プロジェクトの外部評価をプロジェクトの折り返し地点(3 年目：中間審査)と最終年度(5
年目：最終審査)を行なっている。 

まず、3 年目の「中間審査」では、2013 年度末に「公開シンポジウム」を行ない、その際にバイ

オマテリアル分野の有識者を外部評価者として依頼し、本プロジェクトの外部評価を行なった。

審査員には、当該分野を牽引している東京工業大学 教授 田中順三先生（現名誉教授）、九州大

学 教授 石川邦夫先生、名古屋大学教授 大槻主税先生の 3 名の先生に審査をお願いした。審査

項目は、1) 研究課題の学術的重要性・妥当性、2) 研究計画・方法の妥当性、3) 研究課題の独

創性および革新性、4) 研究課題の波及効果および普遍性、5) 研究遂行能力および研究環境の

適切性の 5 つであり、それらを踏まえて、5 段階で評価していただいた。５点は「極めて優れ

た研究成果をあげている」、４点は「優れた研究成果をあげている」、３点は「概ね妥当な研究

成果をあげている」、２点は「あまり研究成果が上がっていない」、１点は「研究成果が上がっ

ていない」である。 
評価結果は 5 点が 2 名、4 点が 1 名であった。概ね「生体機能マテリアルを用いて血管形成

を含む機能的な三次元組織を再生させる技術を開発するというプロジェクトの目標に対して四

つのサブプロジェクトが有機的に連合し、当初設定したマイルストーン通りあるいは予定を若

干上回って研究が遂行され、かつ、研究成果が原著論文や特許として出されている」などのポ

ジティブな評価を頂いたが、「phase2 ではより困難な課題に対処する必要があり、研究代表者の

強いリーダーシップと強固な連携が期待される」という励ましの言葉も頂いている。文部科学

省の中間審査で頂いたご意見とともに、アドバイスを踏まえて研究を推進している。 
「最終審査」についても中間審査と同様な方法で実施した結果、審査結果は審査員 3 名とも 5

点であった。併せて貴重なコメントを頂き、今後の方向性を考える上で大変有意義であった。

当該プロジェクトは今年度で終了するため、この組織体制そのままで継続して研究を実施する

ことは難しいものの、このプロジェクトで得た知見や確立した技術を発展させ、学術領域の形

成と新規医療材料の実用化につなげていきたい。 
上記の外部評価とは別に、「2011/2012 年度」および「2013/2014 年度」の研究成果をまとめた

「冊子体の成果報告書」を作成し、我々の研究成果を外部の方々に紹介するとともにご意見を

いただくため、この冊子を関連する約 60 ヶ所の研究機関に送付している。また、「5 年分」の

研究成果をまとめた「最終成果報告書」も作成し、2015 年度末に関係機関に発送している。 

 

＜研究期間終了後の展望＞  
ここまでに得られた研究成果をさらに発展させて、「医工連携」を実践しながら「産学連携」に

よる材料開発を推進して「患者さんのもとに届く材料」を上市したい。また、当該プロジェクトの

研究基盤をコアとして、これまでの三回の科研費「新学術領域（2013・2014・2015 年度）」へ

の申請を行なっている。2015 年度の申請の領域名は「生命機能マテリアル：異方性とニッチ空

間が奏でる組織構」である。その申請内容は「異方性とニッチ空間が奏でる組織構築」を命題

として、材料系研究者と生物・医学系研究者の密接な連携により、細胞の運命を決定づける「ニ

ッチ」を再現する新規材料「異方性生命機能マテリアル」の創製プロセスを開発するとともに、

そのための新しい学問基盤「異方性生命医工学」を創成することあったが、結果は不採択であ

った。今後は、班員の構成から再検討し、他の外部研究費も視野に入れて再挑戦したい。 
明治大学内の制度で、「特定課題研究所」というものがある。これは同じ研究の方向性を向い

ている教員が数名集い、特定の課題に向けて研究を実施するもので、大学が申請する研究費の

母体となっており、本プロジェクトも特定課題研究所「先端医療材料創製ユニット」が母体となっ

ている。現在、80 に及ぶ特定課題研究所があり、それらのなかで現在、6 つの研究所が大学の

厳密な審査のもと「研究クラスター」に選ばれている。2013 年度、研究代表者（相澤）の特定課題
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研究所もそのクラスター「生命機能マテリアル研究クラスター」に選定されており、現在はこの研

究クラスターが母体となり、研究を展開している。採択初年度の 2013 年度のみ、大学より研究

費（年額 300 万円）の支援を受けたが、基本的にこのクラスターは外資を取得して運用するこ

とが求められている。このクラスター制度のメリットは「特任教員」を雇うことができること

であり、その原資は外資に依存する。そこで、今後、外部資金を獲得し、このクラスターを枠

組みとして、継続して研究を展開していく。 
また、「特に優れた研究成果」で記載した「アパタイトファイバースキャフォルド(AFS)」と「ラジア

ルフロー型バイオリアクター(RFB)」との組み合わせは、大きな組織の再生を可能にする技術であ

り、再生医療の分野に新しいエポックを築くものと期待している。現在、我々は「未分化間葉

系幹細胞」を利用しているため、間葉系組織（骨や軟骨など）の構築には目途が立っているも

のの、他の正常組織を再生するのは未分化間葉系幹細胞では難しい。2012 年に京都大学の山中

教授が「iPS 細胞」に係わる研究成果でノーベル賞を受賞したが、「未分化間葉系幹細胞」の代

わりに「iPS 細胞」を利用することで、あらゆる組織の再生が可能になると期待している。ま

た、知的財産に関しても、二つの特許が本学で権利化されており（特許 4631049 号：バイオリ

アクター、特許 4790944 号：細胞の培養方法）、今後の実用面での展開も大いに期待している。 

 

＜研究成果の副次的効果＞  
プロジェクト期間中に、「生命機能マテリアル」に関する特許出願が 7 件ある。 

1) 相澤 守・中村まり子・山田清貴・永井重徳、特願 2014-192763、細胞培養基材、細胞培養基

材の製造方法、細胞培養方法、及び細胞培養装置、学校法人 明治大学(出願日 2014 年 9 月 22
日) 
2) 谷 俊彦・相澤 守・石田明祐、特願 2014-115232、板状リン酸化合物粒子、それを含む板状

リン酸化合物粉体、及び、板状リン酸化合物粉体の製造方法、株式会社 豊田中央研究所・学校

法人 明治大学(出願日 2014 年 6 月 3 日) 
3) 木南啓司・有村英俊・相澤 守・水本みのり・小西敏功、特願 2013-167002、生体吸収性セメ

ントおよびその製造方法、グンゼ株式会社・学校法人 明治大学・公益財団法人 神奈川科学技

術アカデミー(出願日 2013 年 8 月 9 日) 
4) 相澤 守・小西敏功・水本みのり、特願 2012-230511、ハイドロキシアパタイト組成物及びそ

れから成る骨又は歯充填材、財団法人神奈川科学技術アカデミー(出願日 2012 年 10 月 18 日) 
5) 相澤守・清水秀樹・庄志・猪股義彦、特願 2012-231346、球状水酸アパタイト及びその製造

方法、学校法人明治大学・太平化学産業株式会社（2012 年 10 月 19 日） 
6) 相澤 守・小西敏功・水本みのり・高橋周平、特願 2011-260177、注入可能なペースト状組成

物及びそれから成る骨又は歯充填材、財団法人神奈川科学技術アカデミー・学校法人明治大学・

昭和医科工業株式会社（出願日 2011 年 11 月 29 日） 
7) 相澤守・高橋周平・小西敏功、特願 2011-98674 (特開 2012-228383)、セメント用材料の製造

方法、セメント原料粉体、セメントの製造方法、およびセメント、財団法人神奈川科学技術ア

カデミー・学校法人明治大学（出願日 2011 年 4 月 26 日） 
これらは本学と連携企業との共願となっている。今後は、他のサブプロジェクトでも積極的

に知的財産の形成を進めていく。 
また、現在、数社の企業と「骨誘導能を備えた次世代人工骨」や「抗菌性バイオマテリアル」、

「低侵襲治療を可能にする完全吸収置換型ペースト状人工骨」などの課題に産学連携体制で推

進している。2015 年 7 月に、グンゼ株式会社と共同で、AMED の「産学連携医療イノベーショ

ン創出プログラム 【急激な少子高齢化社会を支える革新的医療技術・医療機器の研究開発】」

に「健康寿命の増進を実現する完全吸収置換型有機-無機ハイブリッド人工骨の臨床応用可能性

の検証」という課題で申請した。残念ながら、不採択であったが、当該研究の成果を実社会で

活用される確度が向上させるべく、今後も外部資金に挑戦していきたい。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） バイオマテリアル      （２） バイオセラミックス     （３） 組織工学（再生医療）  

（４） スキャフォルド        （５） 骨再生            （６） 肝再生           

（７） 幹細胞            （８） 生命機能マテリアル    

 

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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村英俊・相澤 守、“気孔形成剤としてゼラチン粒子を添加した生体吸収性β -リン酸三カルシウムセ

メントの材料特性とその骨形成能”、日本セラミックス協会 第 28 回秋季シンポジウム、富山大学 五
福キャンパス、日本セラミックス協会、2015.9.16-18 
9) (*10) 鶴見秀平・本田みちよ・石井 賢・松本守雄・相澤 守、“二極化した細孔構造をもつ水酸ア

パタイト多孔質セラミックスへのイノシトールリン酸の表面修飾および銀イオンの固定化による

抗菌性付与”、日本セラミックス協会 第 28 回秋季シンポジウム、富山大学 五福キャンパス、日本

セラミックス協会、2015.9.16-18 
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10) 井ヶ田一貴・永井亜希子・相澤 守・山下 仁大、”水酸アパタイトおよび炭酸含有アパタイトに

対するマクロファージ接着が引き起こす生体反応の相違”、第 25 回無機リン化学討論会、山形大学 
米沢キャンパス、日本無機リン化学会、2015.9.28-29（第 12 回 若手優秀発表賞） 
11) 玉澤成記・本田みちよ・相澤 守、”電子線後方散乱回折法による異方性制御アパタイトセラミ

ックスの微細構造観察”、第 25 回無機リン化学討論会、山形大学 米沢キャンパス、日本無機リン

化学会、2015.9.28-29 
12) 石田明祐・本田みちよ・相澤 守、”六角板状α-リン酸ストロンチウムをテンプレートとした異

方性制御β-リン酸三カルシウムセラミックスの作製とその評価”、第 25 回無機リン化学討論会、山

形大学 米沢キャンパス、日本無機リン化学会、2015.9.28-29 
13) 並木亮太・陶山拓也・伊澤千尋・本田みちよ・深澤倫子・渡邉友亮・相澤 守、”水酸アパタイ

トに導入された窒素の分光学的手法による化学状態の検討”、第 25 回無機リン化学討論会、山形大

学 米沢キャンパス、日本無機リン化学会、2015.9.28-29 
14) (*3) 鈴木 来・本田みちよ・相澤 守、”間葉系幹細胞を培養したアパタイトファイバースキャフ

ォルドのラット背部皮下埋入による生体内反応”、第 25 回無機リン化学討論会、山形大学 米沢キ

ャンパス、日本無機リン化学会、2015.9.28-29（第 12 回 若手優秀発表賞） 
15) (*8) T. Yokota, M. Honda, M. Aizawa, “In vitro solubility of porous ceramics fabricated from 
hydroxyapatite powders including bone minerals”, 27th Symposium and Annual Meeting of the International 
Society for Ceramics in Medicine (27 Bioceramics), Bali, Indonesia, 27th-29th, October, 2015 
16) (*2) T. Inui, Y. Kinoshita, K. Nakano, Y. Asano, H. Matsunari, M. Nagaya, M. Honda, H. Nagashima and 
M. Aizawa, “Fabrication of Silicon-containing Apatite Fiber Scaffolds with Enhanced Mechanical Property 
and their Bone-forming Ability in Hard and Soft Tissues”, 27th Symposium and Annual Meeting of the 
International Society for Ceramics in Medicine (27 Bioceramics), Bali, Indonesia, 27th-29th, October, 2015 
17) T. Sato, Y. Shirosaki, M. Aizawa, M. Kikuchi, “Physical Property and Cytotoxicity of 
Hydroxyapatite/Collagen Paste with 3-glycidoxypropyltrimethoxysilane”, 27th Symposium and Annual 
Meeting of the International Society for Ceramics in Medicine (27 Bioceramics), Bali, Indonesia, 27th-29th, 
October, 2015 
18) (*9) K. Yamada, M. Nakamura, S. Nagai, M. Honda, M. Aizawa, “Morphological Observation of 
Immune Cells Derived from Mouse Spleen to Hydroxyapatite Ceramics Surface-modified with Inositol 
Phosphate”, 27th Symposium and Annual Meeting of the International Society for Ceramics in Medicine (27 
Bioceramics), Bali, Indonesia, 27th-29th, October, 2015 
19) N. Kanzawa, H. Takano, K. Yasuda, M. Takahara, M. Aizawa, “Studies on connexin 43, a gap-junction 
protein, in P19 embryonal carcinoma cells after culture on an apatite fiber scaffold”, 27th Symposium and 
Annual Meeting of the International Society for Ceramics in Medicine (27 Bioceramics), Bali, Indonesia, 
27th-29th, October, 2015 
20) T. Sawata, K. Nagata, M. Honda, M. Nagaya, Y. Asano, K. Kiminami, H. Arimura, H. Nagashima, M. 
Aizawa, “In Vivo Evaluation of Bioresorbable β-tricalcium phosphate Cements with Pore-forming Agents 
Using a Pig Tibia Model”, 27th Symposium and Annual Meeting of the International Society for Ceramics in 
Medicine (27 Bioceramics), Bali, Indonesia, 27th-29th, October, 2015 
21) (*1,*7) 伊藤賢人・鴈本拓也・長田直生・中野和明・浅野吉則・長屋昌樹・松成ひとみ・本田み

ちよ・織部一弥・長嶋比呂志・相澤 守、“気孔構造を精密制御した多孔質水酸アパタイトセラミッ

クスの生体内反応”、無機マテリアル学会 第 131 回 学術講演会、愛知県 名古屋市 愛知県産業労

働センター、無機マテリアル学会、2015.11.5-6（無機マテリアル学会講演奨励賞） 
22) (*13) 安田沙織・本田みちよ・長屋昌樹・浅野吉則・中野和明・長嶋比呂志・相澤 守、“筋およ



（様式 2） 
 

法人番号 131092 
プロジェクト番号 S1101019 

 
び脂肪組織埋入による血管内皮細胞増殖因子を担持させた高強度化アパタイトファイバースキャ

フォルドの組織学的評価”、無機マテリアル学会 第 131 回 学術講演会、愛知県 名古屋市 愛知県

産業労働センター、無機マテリアル学会、2015.11.5-6（無機マテリアル学会講演奨励賞） 
23) (*2) 乾 鷹羽・木下友花里・中野和明・浅野吉則・松成ひとみ・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比

呂志・相澤 守、“高強度化ケイ素含有アパタイトファイバースキャフォルドの骨芽細胞による in 
vitro 評価”、無機マテリアル学会 第 131 回 学術講演会、愛知県 名古屋市 愛知県産業労働センタ

ー、無機マテリアル学会、2015.11.5-6 
24) 森 祐貴・本田みちよ・相澤 守、“c 面を多く露出した板状アパタイトの粉体性状およびその加

熱変化”、無機マテリアル学会 第 131 回 学術講演会、愛知県 名古屋市 愛知県産業労働センター、

無機マテリアル学会、2015.11.5-6 
25) 西形慧太・永田幸平・本田みちよ・織部一弥・相澤 守、“ケイ素を含有した-リン酸三カルシ

ウム粉体の合成とキレート硬化型セメントへの応用”、無機マテリアル学会 第 131 回 学術講演会、

愛知県 名古屋市 愛知県産業労働センター、無機マテリアル学会、2015.11.5-6 
26) (*1,*7) 伊藤賢人・鴈本拓也・長田直生・中野和明・浅野吉則・長屋昌樹・織部一弥・本田みち

よ・長嶋比呂志・相澤 守、“気孔構造を精密制御した多孔質-リン酸三カルシウムセラミックスの

骨形成能”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テルサ、日本バイオマテリアル

学会、2015.11.9-10（ハイライト講演に選定） 
27) 永田幸平・小西敏功・本田みちよ・相澤 守、“生体吸収性β-リン酸三カルシウムセメントの創

製と材料特性”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テルサ、日本バイオマテリ

アル学会、2015.11.9-10 
28) 横田倫啓・本田みちよ・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法によるカリウム置換アパタイトセラミ

ックスの作製とその材料特性”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テルサ、日

本バイオマテリアル学会、2015.11.9-10 
29) 間 暁啓・永田幸平・本田みちよ・相澤 守、“異なる溶解性をもつキレート硬化型リン酸カルシ

ウムセメントの細胞毒性”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テルサ、日本バ

イオマテリアル学会、2015.11.9-10 
30) 冨田祐樹・相澤 守・神澤信行、“Apatite-fiber scaffold 上で培養した骨芽細胞株 MC3T3-E1 細胞

のインテグリン発現パターンの解析”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テル

サ、日本バイオマテリアル学会、2015.11.9-10 
31) (*10) 鶴見秀平・本田みちよ・高山知士・中島武彦・石井 賢・松本守雄・相澤 守、“アパタイ

ト/コラーゲン多孔体への銀イオンの固定化とその抗菌性”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大

会、京都市 京都テルサ、日本バイオマテリアル学会、2015.11.9-10 
32) (*11) 本田みちよ・相澤 守、“三次元培養スキャフォルドを用いた骨組織再生における血管内皮

細胞と骨芽細胞の関係”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テルサ、日本バイ

オマテリアル学会、2015.11.9-10 
33) (*1) 鈴木 来・本田みちよ・相澤 守、“間葉系幹細胞を培養した多孔質足場材料のラット背部皮

下埋入による生物学的評価”、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会、京都市 京都テルサ、日本

バイオマテリアル学会、2015.11.9-10 
34) K. Nagata, M. Honda, T. Konishi and M. Aizawa, “Development of Injectable Chelate-setting 
β-tricalcium Phosphate Cements with Anti-washout Property and Their Material Properties”, 15th Asian 
BioCeramics Symposium (ABC2015), Tokyo, Japan, 9th-11th, December, 2015 
35) T. Yokota, M. Honda, and M. Aizawa, “Fabrication of Potassium-substituted Hydroxyapatite Ceramics by 
Ultrasonic Spray-pyrolysis Technique and Their Material Properties”, 15th Asian BioCeramics Symposium 
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(ABC2015), Tokyo, Japan, 9th-11th, December, 2015 
36) T. Sato, Y. Shirosaki, M. Aizawa, M. Kikuchi, “Influence of (3-glycidoxypropyl)trimethoxysilane 
concentration on hydroxyapatite/collagen bone paste”, 15th Asian BioCeramics Symposium (ABC2015), 
Tokyo, Japan, 9th-11th, December, 2015 
37) (*10) S. Tsurumi, M. Honda, T. Takayama, T. Nakajima, K. Ishii, M. Matsumoto and M. Aizawa, 
“Immobilization of silver ions to porous hydroxyapatite/collagen composites and its anti-bacterial activity”, 
15th Asian BioCeramics Symposium (ABC2015), Tokyo, Japan, 9th-11th, December, 2015 (Best Student 
SCMBB Award 受賞) 
38) (*11) M. Honda, and M. Aizawa, “Enhancement of osteogenesis in coculture of endothelial cells and 
osteoblasts in three-dimensional apatite-fiber scaffold”, 15th Asian BioCeramics Symposium (ABC2015), 
Tokyo, Japan, 9th-11th, December, 2015 
39) (*4) K. Suzuki, K. Nagata, T. Yokota, M. Honda, M. Aizawa, “Histological evaluations of apatite-fiber 
scaffold cultured with mesenchymal stem cells by implantation at rat subcutaneous tissue”, 15th Asian 
BioCeramics Symposium (ABC2015), Tokyo, Japan, 9th-11th, December, 2015 
40) (*5) S. Yasuda, M. Honda, M. Nagaya, Y. Asano, K. Nakano, H. Nagashima, and M. Aizawa, 
“Fabrication of vascular endothelial growth factor-loaded apatite-fiber scaffolds with enhanced mechanical 
property and their biological evaluation”, Pacifichem 2015, Hawaii convention Center, Honolulu, Hawaii, 
USA, 15th-20th, December, 2015 
41) K. Igeta, K. Nozaki, M. Aizawa, K. Yamashita, and A. Nagai, “Comparison of cytokines secretions from 
macrophage cultured on hydroxyapatite and carbonated apatite dense ceramics”, Pacifichem 2015, Hawaii 
convention Center, Honolulu, Hawaii, USA, 15th-20th, December, 2015 
42) K. Nagata, M. Honda, T. Konishi, and M. Aizawa, “Development of injectable chelate-setting 
β-tricalcium phosphate cement with non-fragmentation property and their material characteristics”, 
Pacifichem 2015, Hawaii convention Center, Honolulu, Hawaii, USA, 15th-20th, December, 2015 
43) K. Hazama, K. Nagata, M. Honda, and M. Aizawa, “Novel chelate-setting cements with various 
calcium-phosphate phases for minimally-invasive treatment of bone disease: processing, material property, in 
vitro solubility, and biocompatibility”, Pacifichem 2015, Hawaii convention Center, Honolulu, Hawaii, USA, 
15th-20th, December, 2015 
44) A. Ishida, A. Suzumura, Y. Kishida, T. Tani, and M. Aizawa, “Fabrication of strontium fluoroapatite 
ceramics by reactive-templated grain growth method using hexagonalshaped tristrontium phosphate 
particles”, Pacifichem 2015, Hawaii convention Center, Honolulu, Hawaii, USA, 15th-20th, December, 2015 
45) (*14) M. Aizawa, S. Yabu, K. Yano, M. Matsueda, M. Honda, and M. Emoto, “Novel chemoembolization 
on the basis of porous calcium-phosphate microspheres prepared by salt-assisted ultrasonic spray-pyrolysis 
technique”, Pacifichem 2015, Hawaii convention Center, Honolulu, Hawaii, USA, 15th-20th, December, 
2015 
46) R. Namiki, R. Umeda, R. Hashimoto, C. Izawa, M. Nakamura, M. Honda, T. Watanabe, and M. Aizawa, 
“Cellular responses of osteoblasts to nitrogen-doped hydroxyapatite ceramics: cell attachment, proliferation, 
morphology, differentiation and calcification”, Pacifichem 2015, Hawaii convention Center, Honolulu, 
Hawaii, USA, 15th-20th, December, 2015 
47) 永田幸平・本田みちよ・小西敏功・相澤 守、“インジェクタブルキレート硬化型生体吸収性β-
リン酸三カルシウムセメントの材料特性”、2016 年年会、東京、早稲田大学、日本セラミックス協

会、2016.3.14-16 
48) 横田倫啓・本田みちよ・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法により合成したカリウム置換アパタイ
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ト粉体からのセラミックスの作製とその評価”、2016 年年会、東京、早稲田大学、日本セラミック

ス協会、2016.3.14-16 
49) 佐藤 平・城﨑由紀・長屋昌樹・浅野吉則・中野和明・長嶋比呂志・相澤 守・菊池正紀、“水酸

アパタイト/コラーゲン-GPTMS 系自己硬化型ペーストの生物学的評価”、2016 年年会、東京、早稲

田大学、日本セラミックス協会、2016.3.14-16 
50) (*11) 本田みちよ・相澤 守、“アパタイトファイバースキャフォルドにおける骨芽細胞と血管内

皮細胞の局在”、2016 年年会、東京、早稲田大学、日本セラミックス協会、2016.3.14-16（トピック

ス講演に選定） 
 
＊2014 年度： 
51) 永田幸平・本田みちよ・小西敏功・相澤 守、“キレート硬化型β -リン酸三カルシウムセメント

の Non-fragmentation の検証とその材料評価”、日本セラミックス協会 2015 年年会、岡山大学 津島

キャンパス、日本セラミックス協会、2015.3.18-20（トピックス講演に選定） 
52) 佐藤 平・城崎由紀・相澤 守・菊池正紀、“3-グリシドキシプロピルトリメトキシシランを用い

た水酸アパタイト/コラーゲン骨ペーストの作製”、日本セラミックス協会 2015 年年会、岡山大学 津
島キャンパス、日本セラミックス協会、2015.3.18-20 
53) 石田明祐・鈴村彰敏・堀 茂雄・谷 俊彦・相澤 守、“水熱法による針状ストロンチウムフッ素

アパタイトの合成とその配向焼結”、日本セラミックス協会 2015 年年会、岡山大学 津島キャンパ

ス、日本セラミックス協会、2015.3.18-20 
54) 石田明祐・鈴村彰敏・中野秀之・谷 俊彦・相澤 守、“六角板状リン酸三ストロンチウム粒子を

テンプレートとした反応性テンプレート成長法によるストロンチウムフッ素アパタイト焼結体の

作製”、日本セラミックス協会 2015 年年会、岡山大学 津島キャンパス、日本セラミックス協会、

2015.3.18-20 
55) 鈴村彰敏・岸田佳大・中野秀之・谷 俊彦・石田明祐・相澤 守、“板状α-リン酸三ストロンチウ

ムより作製したアパタイトセラミックスの配向過程の分析”、日本セラミックス協会 2015 年年会、

岡山大学 津島キャンパス、日本セラミックス協会、2015.3.18-20 
56) 相澤 守、“生体硬組織モデルを指向した異方性制御アパタイト単結晶粒子の合成とその組織工

学への応用”、第 9 回 バイオミネラリゼーションワークショップ、東京大学 柏キャンパス、東京大

学大気海洋研究所共同利用研究集会・バイオミネラリゼーションワークショップ実行委員会、

2014.12.12-13（招待講演） 
57) (*8) 安田沙織・中村まり子・本田みちよ・相澤 守、“血管内皮細胞増殖因子を担持させた高強

度化アパタイトファイバースキャフォルドの作製とその in vitro 評価”、第 23 回 アパタイト研究会、

富山県 富山県民共生センター、日本アパタイト研究会、2014.12.11-12 
58) 石田明祐・鈴村彰敏・堀 茂雄・谷 俊彦・相澤 守、“水熱法による針状ストロンチウムフッ素

アパタイトの合成とその配向焼結”、第 23 回 アパタイト研究会、富山県 富山県民共生センター、

日本アパタイト研究会、2014.12.11-12 
59) (*12) 中村まり子・本田みちよ・前橋はるか・相澤 守・松浦知和、“アパタイトファイバースキ

ャフォルドを用いた再生肝オルガノイドの構築とその肝機能”、第 23 回 アパタイト研究会、富山県 
富山県民共生センター、日本アパタイト研究会、2014.12.11-12 
60) 佐藤 平・N. V. L. Manchinasetty・相澤 守・菊池正紀、“アルギン酸ナトリウムとカルシウム化

合物を利用した pH 制御可能な自己硬化型水酸アパタイト/コラーゲンペーストの細胞適合性”、第

23 回 アパタイト研究会、富山県 富山県民共生センター、日本アパタイト研究会、2014.12.11-12 
61) 永田幸平・小西敏功・本田みちよ・相澤 守、“キレート硬化型β-リン酸三カルシウムセメント
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の血液中での Non-fragmentation の検証”、第 18 回 生体関連セラミックス討論会、大阪府立大学 I-site
なんば、日本セラミックス協会 生体関連材料部会、2014.12.5（最優秀発表賞） 
62) 小林慧太・中島佑亮・永田幸平・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比呂志・

相澤 守、“キレート硬化型ケイ素含有アパタイトセメントの in vivo 評価”、第 18 回 生体関連セラ

ミックス討論会、大阪府立大学 I-site なんば、日本セラミックス協会 生体関連材料部会、2014.12.5 
63) 佐藤 平・N. V. L. Manchinasetty・相澤 守・菊池正紀、“アルギン酸ナトリウムとカルシウム化

合物による非崩壊性ハイドロキシアパタイトコラーゲンペーストの in vitro 評価”、第 22 回 顎顔面

バイオメカニクス学会大会、(株)UK デンタル長崎店、顎顔面バイオメカニクス学会、2014.11.22-23 
64) (*7) 伊藤賢人・鴈本拓也・長田直生・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・織部一弥・

長嶋比呂志・相澤 守、“二極化した気孔構造を備えた水酸アパタイトおよびβ-リン酸三カルシウム

セラミックスの生体内反応”、無機マテリアル学会 第 129 回 学術講演会、佐賀県佐賀市 アバンセ、

無機マテリアル学会、2014.11.20-21 
65) 永田幸平・小西敏功・本田みちよ・相澤 守、“Non-fragmentation を担保したキレート硬化型β-
リン酸三カルシウムセメントの材料特性”、無機マテリアル学会 第 129 回 学術講演会、佐賀県佐賀

市 アバンセ、無機マテリアル学会、2014.11.20-21 
66) (*7) 乾 鷹羽・木下友花里・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比呂志・相澤 守、

“ケイ素含有アパタイトファイバーによる高強度化スキャフォルドの作製とその骨形成能”、無機マ

テリアル学会 第 129 回 学術講演会、佐賀県佐賀市 アバンセ、無機マテリアル学会、2014.11.20-21 
67) (*14) 藪 翔太郎・江本 精・中村まり子・本田みちよ・相澤 守、“表面にナノポアを備えたアパ

タイト中空微小球の調製とその薬剤徐放特性”、無機マテリアル学会 第 129 回 学術講演会、佐賀県

佐賀市 アバンセ、無機マテリアル学会、2014.11.20-21 
68) (*7) 伊藤 賢人・鴈本拓也・長田直生・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・織部一弥・本田みちよ・

長嶋比呂志・相澤 守、“多孔質リン酸カルシウムセラミックスの筋および脂肪組織埋入による骨誘

導能の検証”、 第 36 回 日本バイオマテリアル学会大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、日本

バイオマテリアル学会、2014.11.17-18 
69) (*8) 横田倫啓・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比呂志・相澤 守、“骨ミネ

ラル含有アパタイト粉体からの多孔質セラミックスの作製とその in vivo 評価”、 第 36 回 日本バイ

オマテリアル学会大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、日本バイオマテリアル学会、

2014.11.17-18 
70) (*7) 乾 鷹羽・木下友花里・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比呂志・相澤 守、

“高強度化ケイ素含有アパタイトファイバースキャフォルドの骨誘導能と骨伝導能の検証”、 第 36
回 日本バイオマテリアル学会大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、日本バイオマテリアル学

会、2014.11.17-18 
71) 小林慧太・中島佑亮・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比呂志・相澤 守、“ケ
イ素含有アパタイトから作製したキレート硬化型セメントのブタ脛骨埋入による in vivo 評価”、 第
36 回 日本バイオマテリアル学会大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、日本バイオマテリアル

学会、2014.11.17-18 
72) 沢田知也・永田幸平・本田みちよ・長屋昌樹・林田豪太・中野和明・木南啓司・有村英俊・長

嶋比呂志・相澤 守、“気孔形成剤を添加した生体吸収性β-リン酸三カルシウムセメントの in vivo 評

価”、 第 36 回 日本バイオマテリアル学会大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、日本バイオマ

テリアル学会、2014.11.17-18（ハイライト講演に選定） 
73) (*11) 本田みちよ・中村まり子・相澤 守、“三次元培養スキャフォルドを用いた血管新生制御に

よる骨組織の再生”、第 36 回 日本バイオマテリアル学会大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、
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日本バイオマテリアル学会、2014.11.17-18 
74) (*14) 藪 翔太郎・中村まり子・本田みちよ・江本 精・相澤 守、“表面にナノポアを備えたアパ

タイト中空微小球の調製とそのドキシフルリジン徐放特性”、 第 36 回 日本バイオマテリアル学会

大会、東京都江戸川区 タワーホール船堀、日本バイオマテリアル学会、2014.11.17-18 
75) K. Igeta, A. Nagai, M. Aizawa, K. Yamashita, “The effects of carbonated hydroxyapatite on macrophage 
behaviors”, 26th Symposium and Annual Meeting of the International Society for Ceramics in Medicine (26 
Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 6th-8th, November 2014. 
76) (*8) T. Yokota, T. Miki, M. Honda, M. Aizawa, “Fabrication of porous ceramics from hydroxyapatite 
powders including bone minerals and their material properties”, 26th Symposium and Annual Meeting of the 
International Society for Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 
6th-8th, November 2014. 
77) (*9) K. Yamada, M. Nakamura, S. Nagai, M. Honda, M. Aizawa, “Cellular responses of immune cells 
derived from mouse spleen to hydroxyapatite ceramics surface-modified with inositol phosphate”, 26th 
Symposium and Annual Meeting of the International Society for Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), 
Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 6th-8th, November 2014. 
78) T. Konishi, M. Honda, T. Yoshioka, S. Hayakawa, M. Aizawa, “Preparation of α-tricalcium phosphate 
powders surface-modified with inositol phosphate for cement fabrication”, 26th Symposium and Annual 
Meeting of the International Society for Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, 
Barcelona, Spain, 6th-8th, November 2014. 
79) (*6) H. Ohsugi, J. Hatsukawa, M. Takahara, M. Aizawa, N. Kanzawa, “Real-time evaluation of effects of 
dexamethasone on osteoblastic cells using dual fluorescence proteins”, 26th Symposium and Annual Meeting 
of the International Society for Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, 
Spain, 6th-8th, November 2014. 
80) K. Yasuda, H. Ishii, M. Takahara, M. Aizawa and N. Kanzawa, “P19.CL6 cells cultured in apatite-fiber 
scaffold differentiate into cardiomyocyte”, 26th Symposium and Annual Meeting of the International Society 
for Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 6th-8th, November 
2014. 
81) (*10) Y. Shimizu, Y. Kawanobe, T. Konishi, N. Kanzawa, M. Honda, M. Aizawa, “Development of 
anti-bacterial calcium-phosphate cements consisting of β-tricalcium phosphate and silver-containing 
hydroxyapatite and their cytotoxicity”, 26th Symposium and Annual Meeting of the International Society for 
Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 6th-8th, November 2014. 
82) (*8) M. Aizawa, Y. Chibu, K. Nagata, T. Konishi, K. Ishi, H. Funao, Y. Toyama, M. Matsumoto and M. 
Honda, “In vivo evaluation of chelate-setting cement fabricated from hydroxyapatite including bone minerals 
using a rabbit’s tibia model”, 26th Symposium and Annual Meeting of the International Society for Ceramics 
in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 6th-8th, November 2014. 
83) K. Kiminami, K. Matsuoka, K. Nagata, M. Honda, G. Hayashida, K. Nakano, M. Nagaya, H. Arimura, H. 
Nagashima, M. Aizawa, “Development of bioresorbable calcium-phosphate cements hybridized with gelatin 
particles and their in vivo evaluation using pig’s tibia model”, 26th Symposium and Annual Meeting of the 
International Society for Ceramics in Medicine (26 Bioceramics), Barcelona Plaza Hotel, Barcelona, Spain, 
6th-8th, November 2014. 
84) T. Sato, N. V. L. Manchinasetty, M. Aizawa, M. Kikuchi, “In vitro evaluation of hydroxyapatite/collagen 
anti-decay paste using sodium alginate and calcium compounds”, 14th Asian BioCeramics Symposium 
(ABC2014), Shanghai, Chaina, 28th-30th, October 2014. 
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85) 相澤 守、“セラミックスの使われ方：バイオセラミックス”、長野県ファインセラミックス技術

研究会 第 2 回 研究会、長野県工業技術総合センター、長野県ファインセラミックス技術研究会、

2014.10.1 （依頼講演） 
86) 井ヶ田一貴・永井亜希子・相澤 守・山下仁大、“炭酸含有アパタイトの合成とマクロファージ

接着に与える影響”、第 24 回 無機リン化学討論会、高知県高知市 高知会館、日本無機リン化学会、

2014.9.25-26 
87) (*8) 横田倫啓・林田豪太・中野和明・長屋昌樹・本田みちよ・長嶋比呂志・相澤 守、“骨ミネ

ラル含有アパタイト粉体からの多孔質セラミックスの作製とその in vivo 評価”、第 24 回 無機リン

化学討論会、高知県高知市 高知会館、日本無機リン化学会、2014.9.25-26（第 11 回 若手優秀発表賞） 
88) (*9) 山田清貴・中村まり子・永井重徳・本田みちよ・相澤 守、“イノシトールリン酸を表面修

飾した水酸アパタイトセラミックスに対するマウス脾臓由来免疫細胞の応答性”、第 24 回 無機リン

化学討論会、高知県高知市 高知会館、日本無機リン化学会、2014.9.25-26 
89) 清水友亮・中村まり子・本田みちよ・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法によるマグネシウム置換

アパタイトセラミックスの作製および骨芽細胞を用いた in vitro 評価”、第 24 回 無機リン化学討論

会、高知県高知市 高知会館、日本無機リン化学会、2014.9.25-26 
90) 相澤 守、“異方性制御アパタイトの創製とその応用に関する研究”、第 24 回 無機リン化学討論

会、高知県高知市 高知会館、日本無機リン化学会、2014.9.25-26（学会賞受賞者講演：学術賞） 
91) 永田幸平・本田みちよ・小西敏功・林田豪太・長屋昌樹・長嶋比呂志・相澤 守、“非崩壊性を

担保したキレート硬化型β-リン酸三カルシウムセメントの in vivo 評価”、日本セラミックス協会 第
27 回秋季シンポジウム、鹿児島大学（郡元キャンパス）、日本セラミックス協会、2014.9.9-11 
92) 沢田知也・永田幸平・本田みちよ・長屋昌樹・林田豪太・木南啓司・有村英俊・長嶋比呂志・

相澤 守、“気孔形成剤を添加した生体吸収性β-リン酸三カルシウムセメントの材料特性とその生物

学的評価”、日本セラミックス協会 第 27 回秋季シンポジウム、鹿児島大学（郡元キャンパス）、日

本セラミックス協会、2014.9.9-11 
93) 佐藤 平・N. V. L. Manchinasetty・相澤 守・菊池正紀、“アルギン酸ナトリウムとカルシウム化

合物を用いたアパタイト/コラーゲンペーストの in vitro 評価”、日本セラミックス協会 第 27 回秋

季シンポジウム、鹿児島大学（郡元キャンパス）、日本セラミックス協会、2014.9.9-11 
94) 内村祐太・宮澤雄太・中村まり子・本田みちよ・相澤 守、“高強度化アパタイトファイバース

キャフォルドを用いて三次元培養した株化軟骨細胞 ATDC5 細胞の増殖と分化”、日本セラミックス

協会 第 27 回秋季シンポジウム、鹿児島大学（郡元キャンパス）、日本セラミックス協会、2014.9.9-11 
95) 相澤 守・梅田 遼・中村まり子・並木亮太・奥村 慧・伊澤千尋・本田みちよ・渡邉友亮、“窒
素ドープ水酸アパタイトセラミックスの in vitro 評価”、日本セラミックス協会 第 27 回秋季シンポ

ジウム、鹿児島大学（郡元キャンパス）、日本セラミックス協会、2014.9.9-11 
96) (*11) 本田みちよ・中村まり子・相澤 守、“アパタイトファイバースキャフォルドにおける血管

内皮細胞と骨芽細胞の共培養”、日本セラミックス協会 第 27 回秋季シンポジウム、鹿児島大学（郡

元キャンパス）、日本セラミックス協会、2014.9.9-11（特定セッション若手優秀発表賞） 
97) 吉川 輝・中村まり子・前橋はるか・松本喜弘・相澤 守・松浦知和、“ラジアルフロー型バイオ

リアクターを利用したヒト血漿蛋白質生産系の構築 －ヒトアルブミン生産系の検討－”、第 32 回日

本ヒト細胞学会学術集会、東京慈恵会医科大学、日本ヒト細胞学会、2014.8.30-31 
98) (*12) 中村まり子・本田みちよ・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファイバースキ

ャフォルドを装填したラジアルフロー型バイオリアクターによる肝細胞・肝星細胞・内皮細胞の三

次元共培養”、第 32 回日本ヒト細胞学会学術集会、東京慈恵会医科大学、日本ヒト細胞学会、

2014.8.30-31 
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99) K. Nagata, T. Konishi, M. Honda, M. Nagaya, H. Nagashima, and M. Aizawa, “Biological evaluation of 
chelate setting β-tricalcium phosphate cement with anti-washout property using pig tibia model”, 
International Union of Materials Research – The 15th IUMRS International Conference in Asia (IUMRS-ICA 
2014), Fukuoka, Japan, 24th-30th, August 2014.  
100) T. Sato, M. Aizawa and M. Kikuchi, “Influence of excess supplementation of calcium compound on 
injectable hydroxyapatite/collagen paste using sodium alginate”, International Union of Materials Research – 
The 15th IUMRS International Conference in Asia (IUMRS-ICA 2014), Fukuoka, Japan, 24th-30th, August 
2014.  
101) T. Konishi, K. Nagata, M. Honda, S. Hayakawa, and M. Aizawa, “Creation of β-tricalcium phosphate 
cement with anti-washout property using chelating ability of inositol phosphate and its evaluation”, 
International Union of Materials Research – The 15th IUMRS International Conference in Asia (IUMRS-ICA 
2014), Fukuoka, Japan, 24th-30th, August 2014.  
102) (*14) M. Aizawa, H. Yoshihisa, Y. Naganuma, B. Choijiamts, K. Yano and M. Emoto, “Effect of 
particles sizes on anti-tumorigenesis of biodegradable calcium-phosphate hollow microsphere loaded with 
anti-angiogenic agent”, International Union of Materials Research – The 15th IUMRS International 
Conference in Asia (IUMRS-ICA 2014), Fukuoka, Japan, 24th-30th, August 2014.  
103) Y. Uchimura, Y. Miyazawa, M. Nakamura, M. Honda and M. Aizawa, “Proliferation and differentiation 
of chondrocyte-like ATDC5 cells three-dimensionally cultured on/in apatite-fiber scaffold with enhanced 
mechanical property”, International Union of Materials Research – The 15th IUMRS International 
Conference in Asia (IUMRS-ICA 2014), Fukuoka, Japan, 24th-30th, August 2014.  
104) 石田明祐・庄 志・谷 俊彦・相澤 守、“水熱法による六角板状 α-リン酸ストロンチウムの合成

とそのキャラクタリゼーション”、無機マテリアル学会 第 128 回 学術講演会、日本大学理工学部（駿

河台校舎）、無機マテリアル学会、2014.6.5-6 
105) (*6) 本田みちよ・中村まり子・松成ひとみ・長嶋比呂志・相澤 守、“アパタイトファイバース

キャフォルドにおけるクサビラオレンジブタ由来間葉系幹細胞の骨分化に関する研究”、無機マテリ

アル学会 第 128 回 学術講演会、日本大学理工学部（駿河台校舎）、無機マテリアル学会、2014.6.5-6 
106) (*10) 柿沼祐亮・石井 賢・石濱寛子・本田みちよ・戸山芳昭・松本守雄・相澤 守、“イノシト

ールリン酸のキレート能を利用した銀担持アパタイトによる抗菌性 PEEK インプラントの創製とそ

の生体適合性”、無機マテリアル学会 第 128 回 学術講演会、日本大学理工学部（駿河台校舎）、無

機マテリアル学会、2014.6.5-6 
107) 相澤 守、”バイオマテリアルとしてのセラミックス（合成・物性解析・応用）”、日本バイオ

マテリアル学会 第 2 回セミナー バイオマテリアルの基礎講座、東京医科歯科大学、日本バイオマ

テリアル学会、2014.5.9（依頼講演） 
 
＊2013 年度： 
108) (*10) 柿沼祐亮・石井 賢・石濱寛子・本田みちよ・戸山芳昭・松本守雄・相澤 守、“イノシ

トールリン酸のキレート能を利用した銀担持アパタイトによる抗菌性インプラントの創製とその

生体適合性”、日本セラミックス協会 2014 年年会、慶応義塾大学日吉キャンパス、日本セラミッ

クス協会、2014.3.17-19 （2014 年年会優秀ポスター発表賞） 
109) 清水友亮・本田みちよ・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法によるマグネシウム置換アパタイト

セラミックスの作製および骨芽細胞を用いた in vitro 評価”、日本セラミックス協会 2014 年年会、

慶応義塾大学日吉キャンパス、日本セラミックス協会、2014.3.17-19 
110) 本田みちよ・中村まり子・相澤 守、“アパタイトファイバースキャフォルドにおける骨分化
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過程の解析”、日本セラミックス協会 2014 年年会、慶応義塾大学日吉キャンパス、日本セラミッ

クス協会、2014.3.17-19 
111) 佐藤平・相澤 守・菊池正紀、“アルギン酸ナトリウムを用いたインジェクタブルアパタイト/
コラーゲンペーストの物性に与えるクエン酸カルシウム過剰添加の効果”、日本セラミックス協会 
2014 年年会、慶応義塾大学日吉キャンパス、日本セラミックス協会、2014.3.17-19 
112) H. Shimizu, Z. Zhuang , Y. Inomata, S. Nakagawa, N. Matsuda and M. Aizawa, “ SYNTHESIS OF 
HYDROXYAPATITE PARTICLES BY HOMOGENEOUS PRECIPITATION METHOD IN THE CITRIC 
ACID AND PHASE CHANGES DURING HEATING”, 13th Asian BioCeramics Symposium (ABC2013), 
Clock Tower Centennial Hall Kyoto University, Kyoto, Japan, 4th-6th, December 2013. 
113) Vivian L. Hsieh, H. Kakinuma and M. Aizawa, “ Formation of apatite film on Ti-6Al-4V and Co-Cr 
substrates by soft solution process and immobilization of Ag+ ions on their surface using an inositol 
phosphate for anti-bacterial medical device”, 13th Asian BioCeramics Symposium (ABC2013), Clock Tower 
Centennial Hall Kyoto University, Kyoto, Japan, 4th-6th, December 2013. 
114) (*10) Cheolwoo Oh, H. Kakinuma, M. Honda, T. Hoshikawa, K. Ishii, Y. Toyama, M. Matsumoto and 
M. Aizawa, “In vitro evaluation of novel anti-bacterial Ti implant fabricated via fixation of silver ions on 
hydoxyapatite films surface-modified with inositol phosphate route”, 13th Asian BioCeramics Symposium 
(ABC2013), Clock Tower Centennial Hall Kyoto University, Kyoto, Japan, 4th-6th, December 2013. 
115) K. Nagata, T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, and M. Aizawa, “DEVELOPMENT OF 
INJECTABLE CHELATE-SETTING β-TRICALCIUM PHOSPHATE CEMENTS AND THEIR 
MATERIAL PROPERTIES”, 13th Asian BioCeramics Symposium (ABC2013), Clock Tower Centennial 
Hall Kyoto University, Kyoto, Japan, 4th-6th, December 2013. 
116) (*10) H. Kakinuma, K. Ishii, H. Ishihama, Y. Toyama, M. Matsumoto, and M. Aizawa, “Fabrication of 
anti-bacterial polyetheretherketone implants immobilized with Ag+ ion on the basis of chelate-bonding ability 
of inositol phosphate and their material properties”, 13th Asian BioCeramics Symposium (ABC2013), Clock 
Tower Centennial Hall Kyoto University, Kyoto, Japan, 4th-6th, December 2013. 
117) (*13) K. Kayashima, R. Oyama, M. Emoto, T. Matsuura, Y. Arai, M. Nagaya, H. Nagashima and M. 
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171) 目黒佑太・猪股義彦・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“種々のイノシトールリ

ン酸濃度で作製したキレート硬化型アパタイトセメントに対する腫瘍モデル細胞の細胞応答性”、第
51回セラミックス基礎科学討論会、仙台国際センター、2013.1.9-10 
172) N. Mohannad, N. Hiraishi, I. M. Sofiqul, M. Otsuki, J. Tagami and M. Aizawa, “The influence of 
Phytic Acid Used as Etchant on Resin-Dentin Bond Strength”, 第31回日本接着歯学会学術大会・総会、

日本歯科大学 生命歯学部、2012.12.8-9. 
173) H. Ohsugi, J. Hatsukawa, Y. Otsuka, M. Aizawa and N. Kanzawa, “Establishment of a real-time 
evaluation system of the osteoconduction using fluorescent proteins” , 2012 Annual Meeting Registration and 
Information, San Francisco, CA, USA, 15th-19th, December 2012. 
174) (*10) 持田直輝・川延勇介・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・羽太優理・神澤信行・相澤 守、

“バンコマイシン担持リン酸カルシウム微小球を用いた抗菌性セメントの作製とその評価”、第16回
生体関連セラミックス討論会、千葉工業大学 津田沼校舎、2012.11.30. 
175) 眞部弘毅・小西敏功, 水本みのり・本田みちよ・石井 賢・船尾陽生・戸山芳昭・松本守雄・

相澤 守、“種々のリン酸カルシウム相からなるキレート硬化型カルシウムセメントのin vitro / in vivo
における生体吸収性評価”、第16回生体関連セラミックス討論会、千葉工業大学 津田沼校舎、

2012.11.30. 
176) 清水秀樹・庄 志・猪股義彦・松田信之・相澤 守、“クエン酸を添加した均一沈殿法による球

状水酸アパタイトの合成とそのキャラクタリゼーション”、第16回生体関連セラミックス討論会、千

葉工業大学 津田沼校舎、2012.11.30.（最優秀発表賞受賞） 
177) 千布悠貴・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・石井 賢・船尾陽生・戸山芳昭・松本守雄・

相澤 守、“骨ミネラル含有アパタイトから作製したキレート硬化型セメントの生物学的評価”、第16
回生体関連セラミックス討論会、千葉工業大学 津田沼校舎、2012.11.30. 
178) (*2) 木下友花里・S. M. Best・相澤 守、“ケイ素含有アパタイトファイバーによる骨再生用スキ

ャフォルドのin vitro評価”、第16回生体関連セラミックス討論会、千葉工業大学 津田沼校舎、

2012.11.30.（The Division賞受賞） 
179) 相澤 守、“抗菌性人工関節の開発”、 TECH Biz EXPO 2012 講演会、ポートメッセなごや、

2012.11.28-30.（招待講演） 
180) (*4) 安生絵利奈・藤見峰彦・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファイバースキャ

フォルドを用いた肝細胞・肝星細胞・内皮細胞の三次元共培養による再生肝オルガノイドの構築と

その機能”、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台国際センター、2012.11.26-27. 
181) 眞部弘毅・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・石井 賢・船尾陽生・戸山芳昭・松本守雄・

相澤 守、“種々のリン酸カルシウム相からなるキレート硬化型リン酸カルシウムセメントのin vitro / 
in vivoにおける生体吸収性の評価”、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台国際センタ

ー、2012.11.26-27. 
182) 千布悠貴・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・石井 賢・

船尾陽生・戸山芳昭・松本守雄・相澤 守、“骨ミネラル含有アパタイトから作製したキレート硬化

型セメントの硬組織適合性”、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台国際センター、

2012.11.26-27. 
183) (*1) 長田直生・松成ひとみ・竹内靖浩・織部一弥・長嶋比呂志・相澤 守、“細孔構造を精密制

御したβ-リン酸三カルシウム多孔体の作製とブタによるin vivo評価”、日本バイオマテリアル学会シ

ンポジウム2012、仙台国際センター、2012.11.26-27. 
184) (*10) 本田みちよ・川延勇介・小西敏功・水本みのり・清水友亮・神澤信行・石井 賢・松本守

雄・戸山芳昭・相澤 守、“銀含有リン酸カルシウム微小球による抗菌性セメントの創製とその評価”、
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日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台国際センター、2012.11.26-27. 
185) (*1) 鴈本拓也・本田みちよ・水本みのり・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・相澤 守、“高
強度化アパタイトファイバースキャフォルドの骨誘導能の検証”、日本バイオマテリアル学会シンポ

ジウム2012、仙台国際センター、2012.11.26-27. 
186) C. Oh, H. Kakinuma, T. Hoshikawa, K. Ishii, H. Funao, Y. Toyama, M. Matsumoto and M. Aizawa, 
“Fabrication of an anti-bacterial Ti implant via fixation of silver ions on hydoxyapatite flims 
surface-modified with inositol phosphate and its cytotoxicity”, The 29th Korea-Japan International Seminar 
on Ceramics, Daegu Exhibition & Convention Center（EXCO）, Daegu, Korea, 21st-24th, November 2012. 
187) M. Aizawa, T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, H. Morisue, K. Ishi, Y. Toyama and M. Matsumoto, 
“Development of Novel Calcium-phosphate Cements on the Basis of Chelate-setting Mechanism of Inositol 
Phosphate”, 12th Asian BioCeramics (ABC2012) Symposium, the International Conference Hall, Kuang-Fu 
Campus, National Cheng Kung University, Tainan, Taiwan, 18th-21st, November 2012. (Key Note Lecture; 

招待講演) 
188) T. Inayama, H. Konishi, M. Aizawa and N. Kanzawa, “Studies on the anti-tumor action of a novel 
apatite cement”, 12th Asian BioCeramics (ABC2012) Symposium, the International Conference Hall, 
Kuang-Fu Campus, National Cheng Kung University, Tainan, Taiwan, 18th-21st, November 2012. 
189) K. Nagata, S. Takahashi, T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda and M. Aizawa, “Fabrication of 
chelate-setting β-tricalcium phosphate cements with anti-washout ability and their material properties”, 12th 
Asian BioCeramics (ABC2012) Symposium, the International Conference Hall, Kuang-Fu Campus, National 
Cheng Kung University, Tainan, Taiwan, 18th-21st, November 2012. 
190) (*10) H. Kakinuma, K. Ishii, H. Ishihama, Y. Toyama, M. Matsumoto and M. Aizawa, “Formation of 
apatite film on polyetheretherketone substrate bysoft solution process and immobilization of Ag+ions on its 
surface using an inositol phosphatefor anti-bacterial medical device”, 12th Asian BioCeramics (ABC2012) 
Symposium, the International Conference Hall, Kuang-Fu Campus, National Cheng Kung University, Tainan, 
Taiwan, 18th-21st, November 2012. 
191) K. Fujioka, K. Nagata, M. Mizumoto, M. Honda, and M. Aizawa, “Fabrication of novel 
calcium-phosphate cements with non-fragmentation property and their evaluation”, 12th Asian BioCeramics 
(ABC2012) Symposium, the International Conference Hall, Kuang-Fu Campus, National Cheng Kung 
University, Tainan, Taiwan, 18th-21st, November 2012. 
192) R. Umeda, S. Okuyama, T. Watanabe, and M. Aizawa, “Fabrication of nitrogen-doped hydroxyapatite 
ceramics and its surface characterization”, 12th Asian BioCeramics (ABC2012) Symposium, the 
International Conference Hall, Kuang-Fu Campus, National Cheng Kung University, Tainan, Taiwan, 
18th-21st, November 2012. 
193) T. Hattori, A.Nagai, M.Aizawa, H.Tamamura and K.Yamashita, “Polarized hydroxyapatite modulates 
cell cycle and promotes differentiation of SK-LMS-1 cells”, 12th Asian BioCeramics (ABC2012) 
Symposium, the International Conference Hall, Kuang-Fu Campus, National Cheng Kung University, Tainan, 
Taiwan, 18th-21st, November 2012. 
194) (*14) 相澤 守・江本 精、“超音波噴霧熱分解法によるリン酸カルシウム中空微小球の創製およ

び癌化学塞栓療法への応用”、第21回ソノケミストリー討論会、明治大学理工学部 生田キャンパス

A館、2012.11.9-10.（招待講演） 
195) (*1) 鴈本拓也・相澤 守、“高強度化β-リン酸三カルシウムファイバースキャフォルドの作製と

その特性評価”、無機マテリアル学会第125回学術講演会、名古屋大学 ES総合館ホール、2012.11.1-2. 
196) 庄 志・中村まり子・小西敏功・吉村英恭・相澤 守、“a面配向アパタイトセラミックスによる
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生体骨モデルの構築とその評価”、無機マテリアル学会第125回学術講演会、名古屋大学 ES総合館

ホール、2012.11.1-2. 
197) (*1) 長田直生・重光勇介・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・相澤 守、“骨誘導能を備えた

リン酸カルシウム多孔体の作製とクサビラオレンジブタによるin vivo評価”、無機マテリアル学会第

125回学術講演会、名古屋大学 ES総合館ホール、2012.11.1-2. 
198) 塩野雄太・石井賢・永井重徳・柿沼祐亮・佐々木文・相澤 守・岡田保典・千葉一裕・小安重

夫・戸山芳昭・松本守雄、“アクネ菌はインプラント関連感染症を引き起こす”、 第27回日本整形外

科学会基礎学術集会、名古屋国際会議場、2012.10.26-27. 
199) 吉岡研之・石井 賢・永井重徳・柿沼祐亮・佐々木文・相澤 守・岡田保典・千葉一裕・小安重

夫・戸山芳昭・松本守雄、” 整形外科領域で用いる金属製生体材料におけるバイオフィルム形成度

の検討”、 第27回日本整形外科学会基礎学術集会、名古屋国際会議場、2012.10.26-27. 
200) (*10) 石濱寛子・石井 賢・永井重徳・柿沼祐亮・佐々木文・相澤 守・岡田保典・千葉一裕・

小安重夫・戸山芳昭・松本守雄、”合成樹脂製インプラントにおける新規抗菌コーティング法の開発”、 
第27回日本整形外科学会基礎学術集会、名古屋国際会議場、2012.10.26-27. 
201) T. Inayama, H. Konishi, M. Aizawa and N. Kanzawa, “Studies on anti-tumor action of chelate-setting 
apatite cements”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu University School of Medicine , 21st-24th, 
October 2012. 
202) (*5) K. Kayashima, R. Oyama, M. Emoto, H. Maehashi, T. Matsuura and M. Aizawa, 
“Three-dimentional Culture of Vascular Endothelial Cells Using Vascular Endothelial Growth Factor-loaded 
Apatite-fiber Scaffolds with Enhanced Mechanical Property”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu 
University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
203) (*3) M. Miura, J. Fukasawa, Y. Yasutomi, H. Maehashi, T. Matsuura and M. Aizawa, “Reconstruction of 
tissue-engineered bone using an apatite-fiber scaffold, rat bone marrow cells and radial-flow bioreactor: 
optimization of flow rate in circulating medium”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu University 
School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
204) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, and M. Aizawa, “Adsorption Behavior of Sodium Inositol 
Hexaphosphate on the Surface of Hydroxyapatite”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu University 
School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
205) T. Konishi, S. Takahashi, M. Mizumoto, M. Honda, K. Kida, Y. Horiguchi, K. Oribe, K. Ishii, H. 
Morisue, Y. Toyama, M. Matsumoto, and M. Aizawa, “Comparative Study of Bioresorbability of 
Chelate-setting Cements with Various Calcium Phosphate Phase Using Rabbit Model”, Bioceramics-24, 
Centennial Hall Kyushu University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
206) H. Shimizu, Z. Zhuang and M. Aizawa, “Morphological control of hydroxyapatite particles by 
homogeneous precipitation method in the copresence of various carboxylic acids”, Bioceramics-24, 
Centennial Hall Kyushu University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
207) H. Ishii, Y. Mukai, M. Aizawa and N. Kanzawa, “Gene expression analysis and morphological 
observation of P19 cells cultured in apatite-fiber scaffold.”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu 
University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
208) H. Ohsugi, Y. Habuto, M. Honda, M. Aizawa and N. Kanzawa, “Evaluation of anti-bacterial activities of 
a novel chelate-setting apatite cements combined with lactoferrin”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu 
University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
209) (*7) M. Nakamura, Z. Zhuang and M. Aizawa, “Fabrications of boron-containing apatite ceramics via 
ultrasonic spray pyrolysis route and their surface properties”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu 
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University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
210) Y. Nakashima, M. Honda, T. Konishi, M. Mizumoto and M. Aizawa, “In vitro evaluation of 
chelate-setting cements fabricated from silicon-containing apatite powder using osteoblastic cells”, 
Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
211) M. Honda, T. Konishi, M. Mizumoto and M. Aizawa, “In vitro evaluation of anti-tumor effect of the 
chelate-setting hydroxyapatite cement using inositol hexaphosphate”, Bioceramics-24, Centennial Hall 
Kyushu University School of Medicine , 21st-24th, October 2012. 
212) (*2) Y. Kinoshita, S. M. Best, and M. Aizawa, “In Vitro evaluation of silicon-containing apatite fibre 
scaffolds for bone tissue engineering”, Bioceramics-24, Centennial Hall Kyushu University School of 
Medicine , 21st-24th, October 2012. 
213) (*4) 安生絵利奈・藤見峰彦・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファイバースキャ

フォルドを用いた長期三次元循環培養による再生肝オルガノイドの構築とその機能”、第22回無機リ

ン化学討論会「神戸大会」、神戸大学六甲台キャンパス 瀧川記念学術交流会館、2012.9.25-26（若手

優秀研究発表賞） 
214) 服部竜也・永井亜希子・五十嵐香理・相澤 守・山下仁大、“分極水酸アパタイトセラミックス

を用いた肉腫細胞の増殖抑制”、第22回無機リン化学討論会「神戸大会」、神戸大学六甲台キャンパ

ス 瀧川記念学術交流会館、2012.9.25-26（若手優秀研究発表賞） 
215) 永田幸平・小西敏功・高橋周平・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“非崩壊性を備えたキレ

ート硬化型β-リン酸三カルシウムセメントの作製とその材料特性”、第22回無機リン化学討論会「神

戸大会」、神戸大学六甲台キャンパス 瀧川記念学術交流会館、2012.9.25-26 
216) (*5) 茅嶋健太郎・大山 遼・江本 精・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“血管内皮細胞増殖因

子を担持した高強度化アパタイトファイバースキャフォルドによる血管内皮細胞の三次元培養”、第
22回無機リン化学討論会「神戸大会」、神戸大学六甲台キャンパス 瀧川記念学術交流会館、

2012.9.25-26 
217) 水本 みのり・小西 敏功・本田 みちよ・相澤 守、“イノシトールリン酸溶液中での粉砕およ

び表面修飾の同時処理を施した湿式合成アパタイト粉体によるキレート硬化型セメントの作製”、日
本セラミックス協会 第 25 回秋季シンポジウム、名古屋大学（東山キャンパス）、2012. 9.19-21 
218) (*10) 本田みちよ・川延勇介・小西敏功・水本みのり・相澤 守、“バイオフィルム形成阻害可

能な抗菌性材料の開発”、日本セラミックス協会 第25回秋季シンポジウム、名古屋大学（東山キャ

ンパス）、2012. 9.19-21 
219) (*3) 三浦舞子・深澤 潤・安冨由美子・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファイ

バースキャフォルドを装填したラジアルフロー型バイオリアクターによるラット骨髄細胞からの

再生培養骨の構築 ―培地循環速度の最適化－”、日本セラミックス協会 第25回秋季シンポジウム、

名古屋大学（東山キャンパス）、2012. 9.19-21（特定セッション学生優秀発表賞） 
220) (*10) 持田直輝・川延勇介・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・羽太優理・神澤信行・相澤 守、

“バンコマイシン担持リン酸カルシウム微小球を用いた抗菌性セメントの作製とその評価”、 日本セ

ラミックス協会 第25回秋季シンポジウム、名古屋大学（東山キャンパス）、2012. 9.19-21 
221) 目黒佑太・猪股義彦・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“抗腫瘍効果を備えたキ

レート硬化型アパタイトセメントの作製とその評価”、日本セラミックス協会 第25回秋季シンポジ

ウム、名古屋大学（東山キャンパス）、2012. 9.19-21 
222) 相澤 守、“先端機能性セラミックスの作製と応用 ―バイオセラミックスを例にしてー”、日本

セラミックス協会郡山地区セミナー、日本大学工学部 50 周年記念館（ハット NE） 3 階 大講

義室およびロビー、2012.9.7（招待講演） 
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223) 相澤 守・庄 志、“アパタイト単結晶の形態制御とそのタンパク質吸着性”、平成 24 年度オレ

オナノサイエンスシンポジウム 2012 「オレオナノサイエンスと皮膚科学」、東京理科大学森戸記念

館、2012.8.23（招待講演） 
224) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, Y. Takeuchi, H. Nagashima and M. Aizawa, “Enhancement of 
handling and mechanical property of chelate-setting α-calcium phosphate cement by addition of citric acid 
and chitosan to mixing solution and its in vitro/vivo evaluations”, 4th International Congress on Ceramics 
(ICC4), Sheraton Chicago Hotel & Towers, IL, USA, 15th-19th, July 2012. 
225) T. Konishi, Z. Zhuang, M. Mizumoto, M. Honda and M. Aizawa, “Development of Calcium-phosphate 
Cements from Hydroxyapatite Powders Surface-modified with Various Concentrations of Sodium Inositol 
Hexaphosphate and Their Evaluation”, International Conference of Young Researchers on Advanced 
Materials (ICYRAM 2012), MATRIX Building, Biopolis Shared Facilities, Singapore, 1st-6th, July 2012. （招
待講演） 

226) (*3) M. Aizawa, M. Miura, J. Fukasawa, Y. Yasutomi, H. Maehashi and T. Matsuura, “Development of 
tissue-engineered bone by three-dimensional cell culture of rat bone marrow cells using an apatite-fiber 
scaffold and a radial-flow bioreactor”, The Sixth International Conference on the Science and Technology for 
Advanced Ceramics (STAC-6), Mielparque-Yokohama ,Kanagawa, Japan, 26th-28th, June 2012. 
227) (*10) H. Kakinuma, K. Ishii, H. Ishihama, Y. Toyama, M. Matsumoto, and M. Aizawa, “Formation of 
apatite film on polyetheretherketone substrate by soft solution process and immobilization of Ag+ ions on its 
surface using an inositol phosphate”, The Sixth International Conference on the Science and Technology for 
Advanced Ceramics (STAC-6), Mielparque-Yokohama ,Kanagawa, Japan, 26th-28th, June 2012. 
228) K. Yamamoto, Y. Shigemitsu, and M. Aizawa, “Fabrications of porous ceramics with well-controlled 
interconnected pores using roughened carbon beads and their material properties”, The Sixth International 
Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-6), 
Mielparque-Yokohama ,Kanagawa, Japan, 26th-28th, June 2012. 
229) (*4) E. Anjo, T. J. Fujimi, Y. Yasutomi, H. Maehashi, T. Matsuura, and M. Aizawa, “Reconstruction of 
liver organoid using an apatite-fiber scaffold and its ammonia metabolism ability” , 9th World Biomaterials 
Congress , Century City International Convention Center (CCICC), Chengdu, China, 1st-5th, June 2012. 
230) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda and M. Aizawa, “Material Properties of Chelate-setting 
α-Tricalcium Phosphate Cement Using Inositol Hexaphosphate” , 9th World Biomaterials Congress , Century 
City International Convention Center (CCICC), Chengdu, China, 1st-5th, June 2012. 
231) Z. Zhuang, M. Yumoto, T. Miki and M. Aizawa, “Development of Hydroxyapatite Ceramics with 
Preferred Orientation to a-plane and Their Characterizations” , 9th World Biomaterials Congress , Century 
City International Convention Center (CCICC), Chengdu, China, 1st-5th, June 2012.（ポスター賞受賞） 
232) (*9) M. Nakamura, W. Hiraoka and M. Aizawa, “Fabrication of boron-containing apatite ceramics via 
ultrasonic spray-pyrolysis technique and its response to natural killer cell” , 9th World Biomaterials 
Congress, Century City International Convention Center (CCICC), Chengdu, China, 1st-5th, June 2012. 
233) 相澤 守・本田みちよ・小西敏功・水本みのり・神澤信行・長嶋比呂志・石井 賢・戸山芳昭・

松本守雄、 “多機能性キレート硬化型リン酸カルシウムセメントの開発（Development of 
chelate-setting calcium-phosphate cement with multi-functions: enhanced bioactivity, anti-bacterial property 
and/or anti-tumorigenesis）”、 第 85 回日本整形外科学会学術総会、国立京都国際会館、グランドプ

リンスホテル京都、2012.5.17-20（招待講演） 
 
＊2011 年度： 
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234) (*10) 柿沼祐亮・石井 賢・石濱寛子・戸山芳昭・松本守雄・相澤 守、“溶液プロセスによるポ

リエーテルエーテルケトン基板上へのアパタイト膜の形成およびイノシトールリン酸による銀イ

オンの固定化”、日本セラミックス協会 2012 年年会、京都大学（吉田キャンパス）、日本セラミック

ス協会、2012.3.19-21. 
235) 山本康平・重光勇介・相澤 守、“粗面加工したカーボンビーズによる多孔質水酸アパタイトセ

ラミックスの作製とその材料特性”、日本セラミックス協会2012年年会、京都大学（吉田キャンパス）、

2012.3.19-21. 
236) (*14) 松枝 賢・江本 精・相澤 守、“硝酸カリウムを用いた塩添加超音波噴霧熱分解法による

表面にナノ気孔を有するリン酸カルシウム微小球の合成とその薬剤徐放”、日本セラミックス協会

2012年年会、京都大学（吉田キャンパス）、2012.3.19-21. 
237) 水本みのり・小西敏功・本田みちよ・石井 賢・船尾陽生・戸山芳昭・松本守雄・相澤 守、“キ
トサンを添加したインジェクション型アパタイトセメントのウサギ脛骨への埋入による硬組織適

合性評価”、日本セラミックス協会2012年年会、京都大学（吉田キャンパス）、2012.3.19-21. 
238) 中島佑亮・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“ケイ素含有アパタイトから作製し

たキレート硬化型セメントの骨芽細胞を用いたin vitro評価”、日本セラミックス協会2012年年会、京

都大学（吉田キャンパス）、2012.3.19-21. 
239) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, Zhi Zhuang and M. Aizawa, “EFFECT OF CONCENTRATION 
OF INOSITOL HEXAPHOSPAHTE ON MATERIAL PROPERTIES OF CHELATE-SETTING APATITE 
CEMENT”, The 11th Asian BioCeramics Symposium 2011 (ABC 2011), Tsukuba, Ibaraki, Japan, National 
Institute for Materials Science (NIMS), 30th November-2nd December. 2011. (ABC 2012 Award 受賞) 
240) Z. Zhuang, M. Yumoto, T. Miki, T. Konishi and M. Aizawa, “Development of Hydroxyapatite 
Ceramics with Preferred Orientation to a-plane”, The 11th Asian BioCeramics Symposium 2011 (ABC 
2011), Tsukuba, Ibaraki, Japan, National Institute for Materials Science (NIMS), 30th November-2nd 
December. 2011. 
241) H. Manabe, T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda and M. Aizawa, “EVALUATION OF IN VITRO 
BIORESORBABILITY OF CHELATE-SETTING CALCIUM PHOSPHATES CEMENTS”, The 11th Asian 
BioCeramics Symposium 2011 (ABC 2011), Tsukuba, Ibaraki, Japan, National Institute for Materials 
Science (NIMS), 30th November-2nd December. 2011. 
242) (*2) Y. Kinoshita, S. M. Best and M. Aizawa, “FABRICATION AND EVALUATION OF 
SILICON-CONTAINING APATITE FIBER SCAFFOLDS FOR BONE TISSUE ENGINEERING”, The 
11th Asian BioCeramics Symposium 2011 (ABC 2011), Tsukuba, Ibaraki, Japan, National Institute for 
Materials Science (NIMS), 30th November-2nd December. 2011.  (ABC 2012 Award 受賞) 
243) (*1) T. Ganmoto, M. Honda, M. Mizumoto, H. Matsunari, Y. Takeuchi, H. Nagashima and M. Aizawa, 
“HARD TISSUE COMPATIBILITY OF APATITE-FIBER SCAFFOLD WITH ENHANCED 
MECHANICAL PROPERTY USING PIG MODEL BY IMPLANTING INTO TIBIA”, The 11th Asian 
BioCeramics Symposium 2011 (ABC 2011), Tsukuba, Ibaraki, Japan, National Institute for Materials 
Science (NIMS), 30th November-2nd December. 2011. 
244) (*4) 安生絵利奈・藤見峰彦・安冨由美子・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファ

イバースキャフォルドとラジアルフロー型バイオリアクターを用いて構築した再生肝オルガノイ

ドのアンモニア代謝能”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
245) 三木拓也・藤野匡敏・安冨由美子・深澤倫子・吉村英恭・相澤 守、“骨ミネラル含有アパタイ

トセラミックスの材料特性”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
246) (*14) 松枝 賢・江本 精・相澤 守、“塩添加超音波噴霧熱分解法によるリン酸カルシウム微小
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球の調製と薬剤徐放特性評価”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
247) 稲山哲哉・小西秀典・相澤 守・神澤信行、“腫瘍治療に有効なキレート硬化型骨修復セメント

の評価”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
248) 羽太優理・相澤 守・神澤信行、“キレート硬化型骨修復セメントへの生理活性ペプチド添加に

よる抗菌性付与”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
249) 向井優哉・相澤 守・神澤信行、“Apatite-fiber scaffold 中で培養したマウス初代心筋細胞と

P19.CL6 細胞の遺伝子発現解析及び形態観察”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、

2011.11.21-22. 
250) 水本みのり・小西敏功・本田みちよ・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・相澤 守、“キトサ

ン添加によるインジェクション型アパタイトセメントの試作と大型動物による生体適合性の検証”、
第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
251) (*8) 千布悠貴・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・松本守雄・石井 賢・相澤 守、“骨ミネ

ラル含有アパタイトから作製したキレート硬化型セメントの生体適合性評価”、第 33 回日本バイオ

マテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
252) (*10) 川延勇介・本田みちよ・水本みのり・小西敏功・羽太優理・神澤信行・石井 賢・松本守

雄・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法により合成した銀担持ハイドロキシアパタイト微小球の抗菌性

評価”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
253) (*9) 中村まり子・平岡和佳子・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法によるホウ素含有アパタイトセ

ラミックスの作製とその免疫細胞応答性”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、

2011.11.21-22. 
254) 本田みちよ・小西敏功・水本みのり・相澤 守、“キレート硬化型骨アパタイトセメントにおけ

る骨肉腫細胞の生化学的評価”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
255) (*1) 鴈本拓也・安冨由美子・本田みちよ・水本みのり・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・

相澤 守、“大型動物であるブタの脛骨に埋入した高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの

硬組織適合性”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
256) 蔵本哲也・石井 賢・永井重徳・船尾陽生・相澤 守・平井政彦・佐々木文・岡田保典・千葉一

裕・小安重夫・戸山芳昭・松本守雄、“骨軟部耐性菌感染症に対する新規分子標的治療法の開発―抗

生物質ターゲッティング療法”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
257) 蔵本哲也・石井 賢・平井政彦・船尾陽生・永井重徳・相澤 守・佐々木文・岡田保典・千葉一

裕・小安重夫・戸山芳昭・松本守雄、“抗生物質ターゲッティング療法の確立へ向けた抗生剤含有・

炎症プローブの開発”、第 33 回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011.11.21-22. 
258) (*3) M. Miura, J. Fukasawa, Y. Yasutomi, H. Maehashi, T. Matsuura and M. Aizawa, “Effect of flow 
rate of medium in radial-flow bioreactor on the differentiation of osteoblasts in tissue-engineered bone 
reconstructed using an apatite-fiber scaffold and rat bone marrow cells”, Bioceramics23, Ceylan 
InterContinental Istanbul Hotel, Istanbul, Turkey, 6th-11th, November, 2011. 
259) M. Matsueda, M. Emoto and M. Aizawa, “Preparation of calcium-phosphate microspheres by 
salt-assisted ultrasonic spray-pyrolysis technique and their drug release behavior using anti-angiogenic agent, 
TNP-470”, Bioceramics23, Ceylan InterContinental Istanbul Hotel, Istanbul, Turkey, 6th-11th, November, 
2011. 
260) H. Konishi, M. Honda, M. Aizawa and N. Kanzawa, “Biochemical studies on novel chelate-setting 
apatite cements in antitumor action”, Bioceramics23, Ceylan InterContinental Istanbul Hotel, Istanbul, 
Turkey, 6th-11th, November, 2011. 
261) (*10) Y. Kawanobe, M. Honda, T. Konishi, M. Mizumoto, Y. Habuto, N. Kanzawa and M. Aizawa, 
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“Preparation of silver-containing hydroxyapatite powder by ultrasonic spray-pyrolysis technique and its 
antibacterial property”, Bioceramics23, Ceylan InterContinental Istanbul Hotel, Istanbul, Turkey, 6th-11th, 
November, 2011. (Best Poster Award 受賞) 
262) (*8) M. Aizawa, T. Miki, Y. Yasutomi, M Honda and H. Yoshimura, “Hydroxyapatite ceramics including 
bone minerals promote differentiation of osteoblasts derived from rat bone marrow cells”, Bioceramics23, 
Ceylan InterContinental Istanbul Hotel, Istanbul, Turkey, 6th-11th, November, 2011. 
263) Y. Nakashima, M. Honda, T. Konishi, M. Mizumoto and M. Aizawa, “Fabrication of chelate-setting 
cement using silicon-substituted Hydroxyapatite and its property”, Bioceramics23, Ceylan InterContinental 
Istanbul Hotel, Istanbul, Turkey, 6th-11th, November, 2011. 
264) N. Osada, Y. Shigemitsu, M. Makita, K. Oribe and M. Aizawa, “Fabrication of organic/inorganic 
hybrids by infiltration of commercially-available poly(L-lactide co glycolide) into porous hydroxyapatite 
ceramics with bimodal pore-size distribution and its material properties”, Bioceramics23, Ceylan 
InterContinental Istanbul Hotel, Istanbul, Turkey, 6th-11th, November, 2011. 
265) 相澤 守、“新しい硬化メカニズムによる骨修復セメントの開発”、国際セラミックス総合展、

東京ビッグサイト会議棟 6F 606 号室、2011.10.14. (総合展での招待講演) 
266) (*4) 安生絵利奈・藤見峰彦・安冨由美子・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファ

イバースキャフォルドを用いた再生肝オルガノイドの構築とそのアンモニア代謝能”、第 21 回無機

リン化学討論会、名古屋工業大学（鶴舞キャンパス）、2011.9.29-30. 
267) 三木拓也・安冨由美子・本田みちよ・吉村英恭・相澤 守、“骨ミネラル含有アパタイトセラミ

ックスによるラット骨髄間葉系幹細胞の骨芽細胞への分化誘導”、第 21 回無機リン化学討論会、名

古屋工業大学（鶴舞キャンパス）、2011.9.29-30. 
268) (*2) 木下友花里・S. M. Best・相澤 守、“ケイ素含有アパタイトファイバーによる骨再生用スキ

ャフォルドの作製とその材料特性”、第 21 回無機リン化学討論会、名古屋工業大学（鶴舞キャンパ

ス）、2011.9.29-30. 
269) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda and M. Aizawa, “Fabrication of Chelate-setting Cements from 
Hydroxyapatite Powders Surface-modified with Various Sodium Inositol Hexaphosphate Concentrations and 
Their Mechanical Properties”, 12th International Conference in Asia (IUMRS-ICA2011), Taipei World Trade 
Center Nangang Exhibition Hall (TWTC Nangang), Taipei, Taiwan, 19th-22nd, September. 2011. 
270) Z. Zhuang, T. Miki, M. Yumoto and M. Aizawa, “Ultrastructural Observation of Hydroxyapatite 
Ceramics with Preferred Orientation to a-plane using High-resolution Transmission Electron Microscopy”, 
12th International Conference in Asia(IUMRS-ICA2011), Taipei World Trade Center Nangang Exhibition 
Hall (TWTC Nangang), Taipei, Taiwan, 19th-22nd, September. 2011. (ポスター賞受賞) 
271) 藤岡 恵・高 正宏・澤田敏樹・ZHI Chunyi・坂東義雄・GOLBERG Dmitri・相澤 守・芹澤 武、

“水溶性合成ポリマーによる窒化ホウ素ナノチューブの単一分散”、第 63 回コロイドおよび界面化学

討論会、京都大学（吉田キャンパス）、2011.9.7-10. (ポスター賞受賞) 
272) (*3) 三浦舞子・深澤 潤・安冨由美子・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“アパタイトファイ

バースキャフォルドとラット骨髄細胞を用いて再構築した再生培養骨の骨芽細胞の分化に及ぼす

ラジアルフロー型バイオリアクター内の培地循環速度の影響”、日本セラミックス協会 第 24 回秋季

シンポジウム、北海道大学（札幌キャンパス）、2011.9.7-9. (特定セッション学生優秀発表賞受賞) 
273) 小西敏功・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“種々のイノシトールリン酸濃度で表面修飾し

たアパタイト粉体から作製した骨修復セメントの評価”、日本セラミックス協会 第 24 回秋季シンポ

ジウム、北海道大学（札幌キャンパス）、2011.9.7-9. 
274) 真部弘毅・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“種々のリン酸カルシウム相からな
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るキレート硬化型セメントの in vitro における生体吸収性の評価”、日本セラミックス協会 第 24 回

秋季シンポジウム、北海道大学（札幌キャンパス）、2011.9.7-9. 
275) 千布悠貴・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・松本守雄・石井 賢・相澤 守、“骨ミネラル

含有アパタイトから作製したキレート硬化型セメントのウサギ脛骨埋入による組織学的評価”、日本

セラミックス協会 第 24 回秋季シンポジウム、北海道大学（札幌キャンパス）、2011.9.7-9. 
276) (*9) 中村まり子・三木拓也・相澤 守、“超音波噴霧熱分解法により合成したホウ素含有アパタ

イトの焼結性および得られたセラミックスの表面特性”、 日本セラミックス協会 第 24 回秋季シン

ポジウム、北海道大学（札幌キャンパス）、2011.9.7-9. 
277) 中島佑亮・小西敏功・水本みのり・本田みちよ・相澤 守、“湿式法により調製したケイ素含有

アパタイトによるキレート硬化型セメントの作製とその評価”、 日本セラミックス協会 第 24 回秋

季シンポジウム、北海道大学（札幌キャンパス）、2011.9.7-9. 
278) (*1) 鴈本拓也・本田みちよ・水本みのり・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・相澤 守、“ブ
タの脛骨埋入による高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの生体適合性評価”、第 20 回硬

組織再生生物学会学術大会、日本大学歯学部、2011.8.27. (優秀一般演題(口演)受賞) 
279) (*3) 三浦舞子・深澤 潤・ 安冨由美子・前橋はるか・松浦知和・相澤 守、“ラジアルフロー型

バイオリアクターの培地循環速度がアパタイトファイバースキャフォルドとラット骨髄由来間葉

系幹細胞を用いて構築した再生培養骨内の骨芽細胞の分化に及ぼす影響”、第 20 回硬組織再生生物

学会学術大会、日本大学歯学部、2011.8.27. 
280) (*6) 本田みちよ・小西敏功・水本みのり・松成ひとみ・長嶋比呂志・相澤 守、“クサビラオレ

ンジブタ頭蓋骨由来骨芽細胞の単離とその生物学的評価”、第 20 回硬組織再生生物学会学術大会、

日本大学歯学部、2011.8.27. 
281) Zhi Zhuang and Mamoru Aizawa, “Ultrastructural Analysis of Synthetic Hydroxyapatite with Preferred 
Orientation to c-plane Using High-Resolution Transmission Electron Microscopy”, The 19th International 
conference on composites/Nano Engineering (ICCE-19), Wyndham Bund East Hotel, Shanghai, China, 
24th-30th, July 2011. (招待講演) 
282) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, Z. Zhuang and M. Aizawa, “Fabriation of Calcium-phosphate 
Cements from Hydroxyapatite Powders Surface- modified with Various Concentrations of Sodium Inositol 
Hexaphosphate and Their Material Properties”, The 19th International conference on composites/Nano 
Engineering (ICCE-19), Wyndham Bund East Hotel, Shanghai, China, 24th-30th, July 2011. (招待講演) 
283) 長田直生・重光勇介・牧田昌士・織部一弥・相澤 守、“二極化した水酸アパタイト多孔体への

市販PLGA共重合体の導入による有機/無機ハイブリッドの創製とその材料特性”、無機マテリアル学

会第122回学術講演会、船橋市民文化創造館、2011.6.2-3. 
284) (*2) 本田みちよ・小西敏功・水本みのり・松成ひとみ・長嶋比呂志・相澤 守、“ケイ素含有ア

パタイトセラミックス上でのクサビラオレンジブタ頭蓋骨由来骨芽細胞の骨分化過程の解析”、無

機マテリアル学会第 122 回学術講演会、船橋市民文化創造館、2011.6.2-3. 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

1) ホームページでの研究状況の公開 

明治大学生体関連材料研究室：http://www.isc.meiji.ac.jp/~a_lab/ 
生命機能マテリアル研究クラスター：http://www.isc.meiji.ac.jp/~a_lab/cluster/ 
 

2) 公開シンポジウム（海外有識者を招いての講演会含む）の開催 

・2012 年 2 月 2 日開催（会場：A310 教室、参加人数：35 名） 
THIAN Eng San, PhD FRMS; National University of Singapore 
“Calcium Phosphate as an Alternative Healthy Bone Materials for Tissue Remodeling and 
Regenaration” 
 
・2012 年 11 月 28 日開催（会場：A310 教室、参加人数：28 名） 
Dr. Saksit Chanthai; Khon Kaen University, Thailand 
“QuEChERS : A Primer Mean for Sample Preparation Optimization and Analytical 
Techniques in Food Safety and Quality, and Various Featured Applications” 
 
・2013 年 3 月 1 日開催（会場：A208 教室、参加人数：53 名） 
吉村 昌弘, 東京工業大学名誉教授、国立成功大学特聘講座教授 
「なぜ溶液からのナノ無機材料の直接作製プロセスを研究するのか？ －物質・材

料と社会と自然環境をグローバルに考える－」 
 
・2014 年 3 月 6 日開催 「公開シンポジウム」（会場：A416/A417 教室、参加人数：50 名） 
1) 基調講演（14：00-15：00）： 
科学技術のリスクとベネフィットから考えるバイオマテリアル研究の重要性 (慶應

義塾大学・教授 井奥洪二) 
2) 進捗報告(15:00-15:40)： 
生命機能マテリアルによる次世代再生医療技術の構築および垂直統合型研究拠点形

成（研究代表者：明治大学・教授 相澤 守） 
3) 話題提供 1(15:50-16:10)： 
バイオ人工肝臓開発ための肝臓移植マウスモデルの検討（東京慈恵会医科大学・教

授 松浦知和） 
4) 話題提供 2（16：10-16：30）： 
クサビラオレンジ遺伝子導入ブタ由来細胞を用いた生命機能マテリアルにおける組

織再生技術の構築（明治大学 研究知財戦略機構・研究推進員 本田みちよ） 
5) 話題提供 3（16：30-16：50）： 
遺伝子導入による double color 遺伝子導入骨芽細胞の創出 (上智大学・准教授 神澤

信行) 
 
・2015 年 7 月 21 日開催（会場：A304 教室、参加人数：30 名） 
THIAN Eng San, PhD FIMMM FRMS; Assistant Professor, 
National University of Singapore 
“Solving Musculoskeletal Issues using Engineering Approaches” 
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・2016 年 3 月 4 日開催「公開シンポジウム」（会場：第 1 校舎 6-206 教室、参加人数：62 名） 
1) 成果概要報告（13:30-14:20）： 
私立大学戦略的研究基盤形成事業『生命機能マテリアルによる次世代再生医療技術の

構築および垂直統合型研究拠点形成』の総括および今後の展望 
(研究代表者：明治大学・教授 相澤 守) 

2) 基調講演(14:20-15:20）： 
骨・軟骨組織の再生誘導と再建外科への展開 
（近畿大学医学部形成外科・教授・磯貝典孝） 
3) 話題提供 (15:30-16:50)： 
・三次元培養スキャフォルドを用いた骨組織再生における血管内皮細胞と骨芽細胞の

関係（明治大学研究・知財戦略機構・研究推進員・本田みちよ） 
・ラジアルフロー型バイオリアクターを利用したヒト蛋白質性バイオ医薬品生産系確

立の基礎研究から明らかになった肝細胞機能発現におけるアミノ酸代謝の重要性 
（東京慈恵会医科大学・訪問研究員/文教大学健康栄養学部・准教授・藤見峰彦） 
・ブタのゲノム編集の現状と展望 
（明治大学研究・知財戦略機構・特任講師・渡邊將人） 
・3D スキャフォルド機能性評価への蛍光タンパク質の応用 
（上智大学理工学部・教授・神澤信行） 

 
3) 明治大学リバティアカデミーの開催：2012.10 月より 5 回 

「これからの医療とバイオマテリアル」：当該研究プロジェクトの社会的背景および

研究成果を一般の方々に分かりやすく紹介した。 
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4) 「明治大学・京都大学 iPS 細胞研究所 共催イベント」での講演」 

ノーベル賞を受賞された京都大学教授山中伸弥先生とともに、京都大学 iPS 細胞研究

所との共催イベントを本学駿河台キャンパスで開催し、当該プロジェクトメンバー（長

嶋教授・相澤教授）がそれぞれ「難治性疾患の研究に役立つ動物モデルの開発」および

「これからの医療に講演する生命機能マテリアルの開発」という演題で一般向けに研究

を紹介した。総勢 1200 名の参加があった。なお、この講演の様子が朝日新聞(2015 年 8
月 29 日)および読売新聞(2015 年 8 月 25 日)に掲載されている。 

 
5) 「次世代バイオマテリアルを考える会」（当該プロジェクト主催研究会） 

年度 講演日 講演者(所属) 講演タイトル 参加者数 

2011 

2011 年 
7 月 15 日 

二木康夫 
(慶應義塾大学 医学部) 軟骨再生治療の現況 30 名 

2011 年 
10 月 28 日 

永井重徳 
(慶應義塾大学 医学部) 細菌感染と宿主免疫応答 30 名 

2012 2012 年 
7 月 6 日 

菊池正紀 
(物質・材料研究機構 生体機

能材料ユニット) 

バイオセラミックスの標
準化への取り組み 32 名 

2013 

2013 年 
6 月 27 日 

本田みちよ 
(神奈川科学技術アカデミー) 

分子細胞生物学とバイオ
マテリアル 34 名 

2014 年 
2 月 22 日 

小西敏功 
(岡山大学自然科学研究科) 

ペースト状人工骨（リン酸
カルシウムセメント）の現

状と新展開 
60 名 

2014 

2014 年 
5 月 29 日 

谷 俊彦 
(株式会社 豊田中央研究所) 

異方性を創る・測る・設計
する 28 名 

2014 年 
6 月 25 日 

岩﨑泰彦(関西大学) 
細胞糖鎖改変技術を利用
したソフトバイオマテリ

アルの設計 

26 名 
木村 剛 

(東京医科歯科大学 生体材料
工学研究所) 

細胞外マトリックス構造
体を用いた組織再構築 

野村直之 
(東北大学大学院 工学研究科) 

三次元積層造形法による
医療用金属材料の開発 

2014 年 
10 月 17 日 

江本 精 
(国際医療福祉大学保健医療

学部) 

産婦人科超音波診断の進
歩－胎児から腫瘍まで－ 28 名 

2014 年 
10 月 28 日 

早川 聡 
(岡山大学大学院 自然科学研

究科) 

固体 NMR 分光法によるリ
ン酸カルシウム粒子の構

造解析 
25 名 

2014 年 
12 月 17 日 

伊藤敦夫 
(産業技術総合研究所 ヒュー
マンライフテクノロジー研究

部門) 

臨床応用と薬事承認を目
指すバイオマテリアル研

究開発手法 
24 名 

2015 年 
2 月 21 日 

菊池正紀(物質・材料研究機構 
生体機能材料ユニット バイ
オセラミックスグループ) 

無機／有機複合体による
骨再生材料の開発 58 名 

2015 

2015 年 
7 月 9 日 

江本 精 
(国際医療福祉大学) 

ナノ気孔セラミックス微
小球を用いた癌化学塞栓
療法の確立に向けて 

25 名 

2015 年 
7 月 15 日 

熊田伸弘(山梨大学大学院総
合研究部附属クリスタル科学

研究センター) 

水熱反応による新しい無
機化合物の探査と特性評

価 
41 名 
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2015 年 
9 月 9 日 

永井重徳(東京医科歯科大学
大学院医歯学総合研究科) 免疫学の歴史と基礎 26 名 

 
＜これから実施する予定のもの＞ 

なし 
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１４ その他の研究成果等 

＊受賞（関連学生などによる学会賞） 

1) (*11) 本田みちよ, 相澤 守 
トピックス講演に選定 
タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドにおける骨芽細胞と血管内皮細胞の局在 
日本セラミックス協会 2016 年年会、早稲田大学・西早稲田キャンパス、日本セラミックス協会 
2) (*1) 鈴木 来, 本田みちよ, 相澤 守 
第 12 回 若手優秀発表賞 
タイトル：間葉系幹細胞を培養したアパタイトファイバースキャフォルドのラット背部皮下埋入に

よる生体内反応 
第 25 回 無機リン化学討論会、山形県米沢市 山形大学、日本無機リン化学会 
3) 井ヶ田一貴, 永井 亜希子, 相澤 守, 山下仁大 
第 12 回 若手優秀発表賞 
タイトル：マクロファージ接着が引き起こす生体反応の相違 
第 25 回 無機リン化学討論会、山形県米沢市 山形大学、日本無機リン化学会 
4) (*5) 安田沙織, 本田みちよ, 長屋昌樹, 浅野吉則, 中野和明, 長嶋比呂志, 相澤 守 
無機マテリアル学会講演奨励賞 
タイトル：筋および脂肪組織埋入による血管内皮細胞増殖因子を担持させた高強度化アパタイトフ

ァイバースキャフォルドの組織学的評価 
第 131 回学術講演会、愛知県名古屋市 愛知県産業労働センター、無機マテリアル学会 
5) (*1,*7) 伊藤賢人, 鴈本拓也, 長田直生, 中野和明, 浅野吉則, 長屋昌樹, 松成ひとみ, 本田みち

よ, 織部一弥, 長嶋比呂志, 相澤 守 
無機マテリアル学会講演奨励賞 
タイトル：気孔構造を精密制御した多孔質水酸アパタイトセラミックスの生体内反応 
第 131 回学術講演会、愛知県名古屋市 愛知県産業労働センター、無機マテリアル学会 
6) (*1,*7) 伊藤賢人, 鴈本拓也, 長田直生, 中野和明, 浅野吉則, 長屋昌樹, 織部一弥, 本田みちよ, 

長嶋比呂志, 相澤 守 
ハイライト講演に選定 
タイトル：気孔構造を精密制御した多孔質-リン酸三カルシウムセラミックスの骨形成能 
第 37 回 日本バイオマテリアル学会大会、日本バイオマテリアル学会 
7) (*10) Shuhei Tsurumi, Michiyo Honda, Tomoji Takayama, Takehiko Nakajima, Ken Ishii, Morio 

Matsumoto and Mamoru Aizawa (鶴見秀平, 本田みちよ, 高山知士, 中島武彦, 石井賢, 松本守雄, 
相澤 守) 

Best Student SCMBB Award, The 15th Asian BioCeramics Symposium (2015) 
タイトル：Immobilization of silver ions to porous hydroxyapatite/collagen composites and its anti-bacterial 
activity (多孔質アパタイト/コラーゲン複合体への銀イオンの固定化およびその抗菌活性) 
8) (*10) 柿沼祐亮, 石井 賢, 石濱寛子, 本田 みちよ, 戸山芳昭, 松本守雄, 相澤 守 
2014 年年会優秀ポスター発表賞 
タイトル：イノシトールリン酸のキレート能を利用した銀担持アパタイトによる抗菌性インプラン

トの創製とその生体適合性 
日本セラミックス協会 2014 年年会、慶應義塾大学（日吉キャンパス） 
9) (*11) 本田みちよ, 中村まり子, 相澤 守 
特定セッション若手優秀発表賞 
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タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドにおける血管内皮細胞と骨芽細胞の共培養 
日本セラミックス協会 第 27 回秋季シンポジウム、鹿児島大学（郡元キャンパス） 
10) (*8) 横田倫啓, 林田豪太, 中野和明, 長屋昌樹, 本田みちよ, 長嶋比呂志, 相澤 守 
第 11 回 若手優秀発表賞 
タイトル：骨ミネラル含有アパタイト粉体からの多孔質セラミックスの作製とその in vivo 評価 
第 24 回 無機リン化学討論会、高知県高知市 高知会館、日本無機リン化学会 
11) 沢田知也, 永田幸平, 本田みちよ, 長屋昌樹, 林田豪太, 中野和明, 木南啓司, 有村英俊, 長嶋比

呂志, 相澤 守 
ハイライト講演に選定 
タイトル：気孔形成剤を添加した生体吸収性β-リン酸三カルシウムセメントの in vivo 評価 
第 36 回 日本バイオマテリアル学会大会、日本バイオマテリアル学会 
12) 永田幸平, 小西敏功, 本田みちよ, 相澤 守 
最優秀発表賞 
タイトル：キレート硬化型β-リン酸三カルシウムセメントの血液中での Non-fragmentation の検証 
第 18 回 生体関連セラミックス討論会、日本セラミックス協会 生体関連材料部会 
13) 永田幸平, 小西敏功, 本田みちよ, 相澤 守 
トピックス講演に選定 
タイトル：キレート硬化型β -リン酸三カルシウムセメントの Non-fragmentation の検証とその材料評

価 
日本セラミックス協会 2015 年年会、岡山大学 津島キャンパス、日本セラミックス協会 
14) (*13) 茅嶋健太郎，大山 遼，江本 精，松浦 知和，新井 良和，長屋 昌樹，長嶋比呂志，相澤 守 
第 23 回無機リン化学討論会 若手優秀研究発表賞（2013） 
タイトル：血管内皮細胞増殖因子を担持した高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの in 
vitro および in vivo 評価、第 23 回無機リン化学討論会、島根県松江市 松江テルサ、日本無機リン

化学会、2013.9.19-20 
15) (*9) 中村まり子，庄 志，梅田 遼，永井重徳，相澤 守 
Best Poster Award; The 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental Materials 2013 
(ISIEM 2013) 
タイトル：Cellular response of immunocyte to boron-containing apatite ceramics 
（2013 年 10 月 27 日～10 月 31 日にフランス・レンヌにて開催） 
16) (*3) 中村まり子, 三浦舞子, 前橋はるか, 松浦知和, 相澤 守 
ハイライト講演に選定 
タイトル：ラジアルフロー型バイオリアクターを用いた再生培養骨の構築に向けたアパタイトファ

イ バースキャフォルドの最適気孔構造の検討 
第 35 回 日本バイオマテリアル学会大会、日本バイオマテリアル学会 
17) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, Y. Takeuchi, H. Matsunari, H. Nagashima, and M. Aizawa 
Racquel LeGeros Award（2012） 
タイトル：Fabrication of α-Tricalcium Phosphate Cement Using Chelating Mechanism of Inositol Phosphate 
and Its Histological Evaluation 
(和訳：イノシトールリン酸のキレートメカニズムを利用したα-リン酸三カルシウムセメントの作製

およびその組織学的評価) 
18) Zhi Zhuang , Midori Yumoto , Takuya Miki and Mamoru Aizawa 
Best Poster Award, 9th World Biomaterials Congress (2012) 
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タイトル：Development of Hydroxyapatite Ceramics with Preferred Orientation to a-plane and Their 
Characterizations 
（和訳：a 面配向水酸アパタイトセラミックスの開発とそのキャラクタリゼーション） 
19) (*3) 三浦舞子・深澤 潤・安冨由美子・前橋はるか・松浦知和・相澤 守 
日本セラミックス協会 第 25 回秋季シンポジウム 特定セッション学生優秀発表賞（2012） 
タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドを装填したラジアルフロー型バイオリアクターに

よるラット骨髄細胞からの再生培養骨の構築 ―培地循環速度の最適化－ 
20) (*4) 安生絵利奈・藤見峰彦・前橋はるか・松浦知和・相澤 守 
第 22 回無機リン化学討論会 若手優秀研究発表賞（2012） 
タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドを用いた長期三次元循環培養による再生肝オルガ

ノイドの構築とその機能 
21) 服部竜也・永井亜希子・五十嵐香理・相澤 守・山下仁大 
第 22 回無機リン化学討論会 若手優秀研究発表賞（2012） 
タイトル：分極水酸アパタイトセラミックスを用いた肉腫細胞の増殖抑制”、第 22 回無機リン化

学討論会「神戸大会」、神戸大学六甲台キャンパス 瀧川記念学術交流会館、日本無機リン化学会、

2012.9.25-26 
22) 清水秀樹・庄 志・猪股義彦・松田信之・相澤 守 
公益社団法人日本セラミックス協会生体関連材料部会 
第 16 回生体関連セラミックス討論会 最優秀発表賞受賞（2012） 
タイトル：クエン酸を添加した均一沈殿法による球状水酸アパタイトの合成とそのキャラクタリゼ

ーション 
23) (*2) 木下友花里・S. M. Best・相澤 守 
公益社団法人日本セラミックス協会生体関連材料部会 
第 16 回生体関連セラミックス討論会 The Division 賞受賞（2012） 
タイトル：ケイ素含有アパタイトファイバーによる骨再生用スキャフォルドの in vitro 評価 
24) (*3) 三浦舞子・深澤 潤・ 安冨由美子・ 前橋はるか・松浦知和・相澤 守 
日本セラミックス協会第 24 回秋季シンポジウム 特定セッション学生優秀発表賞（2011） 
タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドとラット骨髄細胞を用いて再構築した再生培養骨

の骨芽細胞の分化に及ぼすラジアルフロー型バイオリアクター内の培地循環速度の影響 
25) 藤岡 恵・高 正宏・澤田敏樹・Zhi Chunyi・坂東義雄・Golberg Dmitri・相澤 守・芹澤 武 
第 63 回コロイドおよび界面化学討論会 ポスター賞（2011） 
タイトル：水溶性合成ポリマーによる窒化ホウ素ナノチューブの単一分散 
26) (*1) 鴈本拓也・本田みちよ・水本みのり・松成ひとみ・竹内靖浩・長嶋比呂志・相澤 守 
第 20 回硬組織再生生物学会学術大会・優秀一般演題（口演）（2011） 
タイトル：ブタの脛骨埋入による高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの生体適合性 
27) Z. Zhuang, T. Miki, M. Yumoto, M. Aizawa 
Outstanding Poster Award, 12th International Union of Materials Research Societies International 
Conference in Asia (2011) 
タイトル：Ultrastructural Observation of Hydroxyapatite Ceramics with Preferred Orientation to a-plane 
using High-resolution Transmission Electron Microscopy 
（和訳：高分解能透過型電子顕微鏡法による a 面配向性アパタイトセラミックスの超微細構造観察） 
28) (*10) Y. Kawanobe, M. Honda, T. Konishi, M. Mizumoto, Y. Habuto, N. Kanzawa, Z. Zhuang and M. 
Aizawa 
The Best Poster Presentation Award, 23rd Symposium and Annual Meeting of International Society for 
Ceramics in Medicine (ISCM)-(Bioceramics23) by ISCM (2011) 
タイトル：Preparation of silver-containing hydroxyapatite powder by ultrasonic spray-pyrolysis technique 
and its antibacterial property 
（和訳：超音波噴霧熱分解法による銀含有水酸アパタイト粉体の調製およびその抗菌特性） 
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29) (*2) Y. Kinoshita, S. M .Best and M. Aizawa 
ABC Award 2011, The 11th Asian BioCeramics Symposium (2011) 
タイトル：Fabrication and evaluation of silicon-containing apatite fiber scaffolds for bone tissue engineering 
（和訳：ケイ素含有アパタイトファイバーを用いた骨再生用スキャフォルドの作製と評価） 
30) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, Zhi Zhuang and M. Aizawa 
ABC award 2011, The 11th Asian BioCeramics Symposium (2011) 
タイトル：Effect of concentration of inositol hexaphosphate on material properties of chelate-setting apatite 
cement 
（和訳：キレート硬化型アパタイトセメントの材料特性に及ぼすイノシトールリン酸濃度の影響） 
 

＊プレスリリース 

1) (*11) 2016 年 2 月 24 日；化学工業日報に研究成果掲載（血管備えた人工骨 セラ材足場に 2 細胞

培養） 
2) 2015 年 3 月 13 日；化学工業日報に研究成果掲載（ペースト状人工骨 血液介在時に硬化） 
2) (*12) 2014 年 12 月 5 日；日経産業新聞に研究成果掲載（立体的な肝臓作製） 
3) 2013 年 9 月 20 日；化学工業日報に研究成果掲載（ペースト状の人工骨 短時間で硬化 骨粗し

ょう症などに） 
4) (*8) 2012 年 9 月 11 日；日経産業新聞に研究成果掲載（ペースト状でミネラルを配合 骨の形成

を促す効果が高い人工骨材料を開発） 
5) (*10) 2012 年 9 月 12 日；化学工業日報に研究成果掲載（サケ由来のたんぱく質利用 新規抗菌

性材料を創製） 
 

＊企業との連携（共同研究および指定寄付金） 
1) 自家骨に代わりうる次世代人工骨の開発（A 社） 
2) アパタイトの形態制御プロセスの構築（B 社） 
3) 有機/無機ハイブリッドペースト状人工骨の開発（C 社） 
4) 異方性アパタイトセラミックスの開発（D 社） 
5) 抗菌性バイオマテリアルの開発（E 社）            

ほか 3 件 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

選定時に「真の意味での医工連携を期待する」とのコメントが付されている。 
 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

医工連携の組織は既に構築済みであるが、より密接な連携および「生命医工学」を

進化させることを目的として、研究代表者（明治大学）、研究分担者の松浦知和教授（東

京慈恵会医科大学）および神澤信行教授（上智大学）を研究班の班長とし、当該プロ

ジェクトを基盤として、2016 年度科研費「新学術領域」などの申請を行なった。結果

は不採択であったが、学問分野間のギャップをうめる議論を研究者間で十分に実施し

たことは、当該プロジェクトの発展に向けて、確実な足掛かりができたものと考えて

いる。 
さらに、付帯事項を達成するため、「研究室留学」という観点のもと、理工系学生を

医学部に派遣して共同研究も推進している。一例を挙げると、東京慈恵会医科大学・

松浦教授の医学系研究室に専門が全く異なる本学理工学部の学生を一定期間留学させ

ることで、医学系の研究の進め方や知識を工学系の学生が JOT を通して学び、その学

生が医工連携の橋渡しに貢献している。実際、その学生は医学系の学会で研究成果を

発表している。次世代を担う学生が工学と医学という文化の異なる学問分野のエッセ

ンスをその若い感性で受け取ることで、真の「医工連携」を担う人材が育つものと期

待している。 
 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

「該当なし」 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

「該当なし」 
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